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はじめに

粕)||村は、昭和54年度よ')県営土地改良事業に伴なう埋蔵文化財の発堀調査を行なってお')ます。

この発堀調査では、全く予想だにしなかったところから非常に貴重な先人の遺産が数多く発見され

ております。

今年度、昭和55年度は、古墳時代後期初頭の住居』上群をはじめとして、県内でも珍しい弥生時

代後期の「村」の発見などｌｌＬｌ川村の古代を考える上で大変重要な資料を私達に与えてくれました。

このような遺跡、あるいは遺物の発見は、粕Ⅱ|村にもこんなに素晴らしいものがあるのかという郷

士の再発見にもつながるものであ')ましよう。

ここに昭和55年度の発堀調査の成果の一端を報告し、このⅢ子が粕Ill村の埋蔵文化財の保謹と班

解との一助になることを願います。

この調査の際に御協力いただいた関係各位に対し謝意を表し、序文といたします。

粕川村教育委員会

教育長金ﾌキ久 雄
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例 '二Ｉ

１．本書は昭ｆ1155年)史県榊'''１１|｣也灰上地改liL事業に係る発掘訓在''１，田ii｢|i遺跡群前''1遺跡の発掘
タナボ マエダ

調査報告書である。なを、iii[11造lMiの''１%称はＦ１である。

２．前出遺跡は、群Ｍｉ県勢多11111(''１１||村大字西Ｈ１而字前}'178番地他に所在する。
マエタ ニシターナポ

３．この発掘調在は二'二地改良事業によって、遺跡が直接破壊を受ける部分について粕111村教育委

員会が県農政部の委託を受けるとともに、’１部１１５５年l空文化財保謹国lI1iﾈIli助企、県費補助金を

受けて実施したものである。

４．発掘調査は、昭和55年４月191］より８)]１１１三|まで行った。

５．発掘調森は|(''1111村教育委員会社会教育係文化11ｲ担当の小鳥純一が担当した。本書の発掘写真、

本文及び編集も小島が行った。

６．遺物のﾘﾐil1'１は、鈴木幸二｢、古沢てい子、松村ま')ｆ、IIlノ倉武ﾘ)が１１１当し、製図は、笠原嘉

子、llzl島洋子、小島が行った。又、遺物刀:真については武Ⅱ｜勉による。

７．本遺跡の資料は粕)||村救育委貝会の管理下に保管されている。

８．遺物繁〕ul1及び報佇害作成協力肴

小沢富江、笠原嘉子、杉'１１秀宏、鈴木幸子、武田勉、｜Ⅱ烏洋子、Ⅱ川合武男、

’に'１'鴫あぐ')、長瀬トモ、燭lliii久二r、Ｉｌ１野ひろ子、長井文明、茂木邦ニト、吉沢てい子

松村ま')子、小池雅山。

９．発掘及び遺物整理において次の諸氏から御指導、御助言をいただいた。心より感謝いたしま

す。

新井房夫、飯ｌｌｌＭＭｊ－－、丼_上ｌ１Ｉｌｉ雄、内l[｜態if１，’1'1崎敦子、坂爪久純、桜場-寿、

能登他、前原豊、松村佐喜次、粕)Ｉ|村二'二地改良区、粕)||村第７工区土地改良役員一同。
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凡 例

１．各遺榊の縮尺は刑を基本としている。ただし、カマドの平面図は脇である。

２．各遺物の実iUI図及び写真の縮尺は％である。

３．遺構平面図におけるスクリントーンはカマド及び炉阯を示したものである。

４土層断面図におけるスクリーン

ものである。

トーンは榛名ニツ岳火山灰一ＦＡ－及び浅間Ｂ軽石を示した

５．水糸レベルは原則として各遺職毎に統一した。
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１発堀調査の経偉

粕)||村はl1iHfl153fﾄﾞ度よ')、ほ

ぼ今村にわたる県徴圃場終ＩｉＩｌｉ事

業が実施されている。それにI半

なって工二|#によって破壊されて

いく埋蔵文化財の緊急発Ｉ１ｌｌ調査

が実施されてきている。本報杵

の１１洲155年度はその２ｉｌｉｌ=Iにあ

たっている。

昭和54ｲ|ﾐ度は発Ilil調査の|)'1始

時期がさまざまの｣1M'11によ')Ｍｉｌ

場幣iiMiの二'二1Jと同時茄手という

形をとった為、教育姿i三1会は圃

場整Iilli]ｆ事の遅れを懸念する地

元地権稀と工三|]ｉＭ係者との'''１に

入り非常な苦悩を強いられるこ

ととなった。その為、ｌ１ｉＨｆｌ１５５年

度はそのＩｌｉＭを踏むことなく、ｉ'三

1些当初からのlml場蜷I111i二l訓に先

行する発IIil調査をﾘﾐ他するとい

うノブ針のもとにこ[二Ｍ!||とのi）M蝶

にあたったのである。

当初、教育委11会ではｌｌｌｍｉ地

区（第７工|え）｜ﾉﾘに６か所の包

蔵地を{illl1認していたが、iijWIlriMI

沓あるいは頑機によるlliiil1jll時の

立ち合いなどの結果から妓終(1<｣

に４か所の包蔵地について調査

を実施することとなった。しか

し、この内のｌか所、堤ljn遺跡

違
2１ 

IIXii 

瞳zliiitl

鱸
鰯

iimiMii,(獺
ＪＵ 

第１図三上地改良事業と発掘計舳ミ
では、大'ｌｊな二Ｍ|:の移動が出て

きたため当初の予定の111f近いmli1iの訓ZiIiﾐを余儀なくされた。又、’１/(ﾄⅡ57ｲ|り災=[事滴Ｉ予定地区であ

った月''１地|Ｚ（鞘２工区）内の)Ⅲ|古ＷＩ１ｉｉについても、その対称iili枝の広人さ、ｌ１Ｉｌ蔵文化11ｲの砦Fil
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ざなどを考慮して１年先行の発掘訓森という形で古墳３基について調査を行なうこととなった。

以｣このような経緯で昭和55年４月221]付耕節126号で粕川村と群馬県との間で委託契約が結ば

れ発掘調査が行なわれることとなった。発掘遺跡は５遺跡を数え、４月から前田遺跡、８月より

一ⅡＩＩＪ城｣1ＬｌＯ)]よ|)捉頚、打切遺跡、２）|より)j1HT1TWI「の発掘にそれぞれ箔手することとし

た。発掘面積9900ｍ:、それに古墳３基、延参力Ⅱ人員は5153人を数えた。

発掘調査は年度当初、４)１１日からの着手予定であったが、発掘対11F1地が一面桑園であること

などから補賞問題等でかな')難行した。しかし、本報併の前'１１遺跡については逸速〈地権者から

IMWI1が得られ、４)]１'1句よ')試掘に入ることができた。発掘対象は、この遺跡|ﾉ]を東西に横切る

こととなる''1m６ｍ、長さ１２０ｍほどの道路敬を対象とした。

調査は試掘の段階で２か所の落ち込みが確認できたため、すぐに大形重機を導入し、全iili表土

剥ぎを行うこととなった。

この調杏で確認できた遺橘はいずれも掘り込みが深く、規模も大きく、又遺物の残'）も非常に

良好で、しかも出土益が豊寓であったため、発掘調査はこれらの諸条件からかな')の労|動孟と時

間を費やしてしまった。（雛ｌ表）

なお、発掘調査に関する事務局の組織は下記のとおりである。

金井久雄教育委員会教育長

円石高士教育委員会事務局長

実坂本〃社会教育係長

武）'二修一・〃社会教育係主事

発掘調在の組織は下記のとおりである。

小島純一教育委員会社会教育係、文化財１１１当主事

考古学専攻生

杉１１１秀宏明Iiih大学文学部学生長井文明奈良大学文学部学生

発掘参加者

新井政雄、小沢富江、笠原磯寿、笠原嘉子、金子金三郎、高橋昌志

立)||誠三郎、’ＴＩ'嶋あぐり、長iWi信吉、長iWiトモ、長IijIii當子、’１１野ヒロ子

根岸利久、松村捷代、松村徳治、茂木芳子、

３ 



１１遺跡の位i置とl河辺の遺跡

前|Ⅱ遺跡は、１１W｣ｉ県勢多liljl(lIIll|村人字西lllmifir:iililll78番

地他に所在する。この遺跡は赤城'11から南北にゆるやかに

I頃斜しながら延びてくる台地上の南端部に位置し、標高175

ｍ、現粕Illからの比高差は約１０ｍを計る地点にある。この

台地は粕111の左峠にあた')、ilLiは#'''111に、南は|(''１１１１が束に

大きく届llllする部分まで比較｢'9Ｗｌｉｌ地が続いている０束に

は小さな谷が入')こみ、この谷川こは初水がｲi:ｲ'{している。

この湧水のまわ')には現在でもわずかに水'１１が作られてい

た。（注ｌ）

この前ⅡI遺跡をとりまく周辺の遺跡としては、Iiiil[|遺跡

の北方に'|､iiiＪ１'|を挟んで隣接する役場遺跡がｸ<|'られている。

（柱２）この遺跡は｣JU在、役場庁舎が新築されるなどでほ

ぼ完全に消滅したものと考えられ、その内容については詳

細|に触れることはできないが、iiiilⅡj宣跡と同時lUlかやや時

''１]的に下だるjililMiである。この遺跡地には｣也)CのTI｢との活 11m 

しによると、小|｢1墳も数』Ｍ:在していたらしく、1Ｗ｢iでも第２図ＩＩＭ１５５ｲ'１蝋M沓遺跡の位置

粕11151号墳が残っている。又、リリブには|行IC〈'|､''１１１１である|('''11169-号墳;Ｍ｢:在している。

この役場遺跡の他に、前I]|過跡とほぼ同時!U|とザえられる世lIIIiとして、lI1lllljililj1lIi、一'三1市遺跡、

白藤遺跡、渋lMi跡などの遺別《がｸillらｵしている。（雛３図）これらのjili跡の内いⅡ市遺跡と口藤

遺跡は前１１１造llljよ')やや古い時｣０１のＩｉﾐ)ｉＩＩ｣11:を三ｉｉ体とする遺跡である。’''１１１１遺跡についてはすでに

その川士遺物の一部が公表され、６世紀｢'１葉lIiの赤城111と>|(｢'111にｈＩする信仰グルとして把えられ、

祭ⅡiU遺跡として性格付けられている.（尾|崎｜()58ｲﾄﾞ）（注３）公表された資料を見ると前}Ⅱ遺跡

第１号住の'１}二'二遺物と|可時期か、若1:、古い様}Ⅱをもったものとして把らえられる。

粕)||村には、ｉＷＩ時代'１１期とされる土器（lil1%し此12器）をⅡ}｣Zする遺跡が非常に多く、古墳時

代後期になると、遺跡数も減少し、そのかわＩ)に後｣Uli｣丁墳に位ii4i付けられる小|｣]境が)]|[|地区、

深津地区、｜隣地区などに群集｣責という形をとってlll｣〕Iしてくるのである。前|H遺跡はこのＴＩＩ墳時代

後期前半を主体とする遺跡であり、」二記のような|(''１１||村における古jfI時代のありﾉｱを好ズる上で

〕it要な位置を示めるものと老ズられる。

注ｌ、この水}llliliについては試掘を行ったが11i代の水''１跡を検lllすることはできなかった。

注２、井上，１ＭｋＷ1111村誌」 １９７２ 

注３，１もIMI1i宮/ＭＩｉｉＷｉ１ルリ,L勢多lIljlllllllIIl1(|｜｜<の［器Ili:，｜｜トヴ,Ｗ:ｲ｢Will、1958
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IⅡ発見きれた遣椛と遺物

l）鋪１号住居｣]|：

蝋鶏ＩＭｉＭＩｌｉｉｉｉＵｗＶ
Ｂ￣ 

j篝蕊iillllllIIlllIliFW

図版１館１号住居111:全景

第１号住居趾は発１１iii区の東端に位置している。住居ill:の掘り込みは非常に深く、床は硬くしま

っている。北壁にカマド状の遺榊を持ち、その束''''１に貯蔵六、さらに南壁血よりには南北に縦列

する形で２IllilのＰｉｔを有する。又、住)Ｔｌ+'１１央には、炉をＩＨＩける。主lili穴は４本、壁下には壁周溝

が全周している。覆二上｣二屑には榛名二つ岳給ﾙﾇの火lIl灰層（ＦＡ層）が硴認できた。

第２表第１号住居1112計iⅡ'|表

９ 

項ｌＦＩ 〕r〔目
股･長径

ｃ、

最短径
c、

深さ
c、

主jlillI ノ］ |ｲリ Ｎ－２１．－Ｗ 
主牲穴Ｐ，

〃 Ｐ ２ 

３４ 

３６ 

３０ 

２７ 

８０ 

７３ 

東西方向の辺の長さ
c、

640 
〃 Ｐ ３ 

ﾉノ Ｐ ４ 

３０ 

３０ 

２５ 

２４ 

８６ 

８０ 

南北ﾌﾞﾌﾞ|ｲﾘの辺の長さ
c、

640 
貯蔵穴Ｐ５

Ｐ ６ 

５３ 

６２ 

５２ 

６０ 

４８ 

２６ 

壁高
ｃ、

6０ 
Ｐ 

７ 

壁周灘

３４ 

３３ 

３０ 

２０ 

１２ 

１０ 
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図版２第１号住居1111の発掘

(1)第１号住居｣11:の束四二'二屑lWnni（南よ')）。住居111:檀二'二は６屑に分けられる。第１屑は榛名二

つ岳峰石（ＦＰ）と戎lM1CI峰府を多量に含んだ層である。第２層は黄灰褐色士のサラサラし

た屑であり、ＦＰ粒を多く含んでいる。雛２１W以下の１吋にはＦＰ粒をまったく含まない。こ

の第２屑力樅名二つＩｉｉｒ給源火'11灰屑（ＦＡＩ藺)である。｜又'版''１、やや1二|っぽくブロック状に認

められるのがそれである。

(2)カマド状遺椛のＴｌ〔Ii1llに碓認された貯蔵穴|ﾉﾘの遺物11}士状態。坏(第８図－５）、高坏（第８図

－９、第９図-15)､111（錨1()'又'-18）が|ＩＪＩ土している。

(3)カマド状遺lWiとその遺物Ⅱ比状態（耐よ'))｡北壁''１央に立ｲTと粘土塊、さらに焼土塊を硴認

した。しかし、この部分はちょうど後世の撹乱をうけていた為、［ﾘl確にカマドとして把える

ことができなかった。一応、ここではカマド状遺柵として|呼称しておく。このカマド状遺桃

iLi脇には壷(第７１又'－１）、と高坏（鋪９図－１１，１２）の破片をⅡ含積したものを雌認した。

(4)入'二1状施設柱穴（西よ')）。この住居｣11:には、貯蔵穴及び４本の主柱穴の他に住居111:南壁西

隅に恭聴状の高ま'〕を設け、そのＩｌ１に２本のＰｉｔを穿った遺枇がｲi(i；認できた。刀:真''１央がそ

れである。２個のＰｉｔは南北ﾌﾞ71ｲﾘに２IlB1縦列し、南のものは不整方形、北のものは、やや小

さく|']形である。なお北のＰｉｔは正直方|ｲﾘにI1ii'られるのではなく斜め方lfl、すなわち住居illi

ll1央方|ｲﾘにlf1って斜め方liLi]に掘られていた。
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第７図第１号住居hlH出土の士1111j器（１）
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第９図第１号住居111出二ｔの二Ｍ|i器(3)
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第10図第１号住居jll:ｌＩＩ｣ﾕの土Iili器(4)

出土遺物（第７図～jiinl図）

第１号住居１，|:ｌｌＩ土のおもな遺物は、素、鞭、碗、坏、高坏、jllである。その他砥Tiが'１}二|｣て

いる．出ﾆﾋﾆMiIi器の内、大形御（（策７１又'－２）と嚢（弟８図－４）は住隅｣11:極FlJ二層からの{'１土

である。

壷は底部から大きく]求形にふくらむl11iil部を有するもの（館７１Ｘｌ－ｌ）と’二|織部'|]の長い'三1縁部

を右するもの（第８図－３）とに２分できる。」不は底部からiifI線的に|)Ｍくが[｣唇部近くでほぼ王

直に立ちあがり稜をもつもの（鋪８１叉'－５）と底部からTl(1級的にそのまま|]織

部まで開くもの（第８図－６，８）とがある。」ﾘliは所謂「|ﾉ]斜口縁」を有するも

のである。（第８図－７）高坏はいずれも｣不部に稜を有するもので、脚部の形

態で２分できる。すなわち、ラッパ状にひろがるもの（筑９１叉114～17）と、脚

部に段を有するものである。（鋪９１Xl-lO）llIは小形でそろばん]i状の胴部と

n.線的にハの字状にＩｌＩｌく口縁部をもつもの（jilil()図－２()、２１)大形でl求形のI11il部

に頚部からilh:線｢19に１%1〈口縁部がl]唇部近くでやや内湾ぎみに立ち_'２が')稜を

ｲ丁するもの（輔１０図－１８，１９）とに２分できる。

これらの遺物のｌＩ１三上状態は第６１又'に示されるように抜介|州系が非常に多く、

又破片がl1Ii雌をおいて接合するなど遺物の動きは動的である。又、カマド状遺

柵を中心とした遺物の動きが顕杵である。

１１１１ 
第11図第１号

hJ7M11:111土の｛iｌＨｉ

1８ 



２）第２号住居趾一 》
図版３第２号住居1112全景

第２号住IiI趾は発掘区のほぼ''１央、第３号住IiI1ill:と第４号住),1}1111との間に位置している。この

住居hlも掘')込みが深く遺榊、世物の残りは非常に良好であった。住居趾束砿に１１央にはロームブ

ロックを袖として用いたカマドを付設している。カマドの南には平､i形隅丸長方形の深い貯蔵穴

がある｡主柱穴は４本､壁周瀧も全周している。種ここ111には床而直｣二にＦＡの堆積が認められた。

第３表第２号住居ill計illll表

1９ 

項’三Ｉ

、

王jlilll 力１句 Ｎ－８３ｏ－Ｅ 
主桃穴Ｐ，

ﾉノ Ｐ ２ 

３４ 

４７ 

３３ 

３７ 

４１ 

３２ 

束西方Iri]の辺の長さ
ｃ、

640 
Ｐ 〃

３ 

〃 PＩ 

４６ 

３７ 

３３ 

３５ 

3６．５ 

４１ 

南北方向の辺の優き
ｃ、

630 
貯蔵穴Ｐ５

Ｐ ６ 

１１１ 

５４ 

８６ 

３８ 

１６９ 

５９ 

壁高
ｃ、

5８ 
Ｐ 

７ 

壁周溝 ３２ ２０ ８ 

妓侭禄
ｃ、

最短篠
Cl、

深さ
c、
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図版４鏑２号住居111:の発掘(1)

第２号住居111皇覆土上層における遺物のＨ１ﾆﾋ状態。（西よ')）

第２号住IiI趾の床而精杏状況。（西より）

(4)弟２号住居趾の覆土｢'１にｲilIi{認されたＦＡのjlli積状1兄。ｌＸｌ版''１，っぽくみえるのがＦＡで

ある。

第２号住)Tl}｣11:lILi壁南よりに二Mili器の坏（第l71Xll6、１７，１８，２５）とi宛（第16図１０，１３）が、

立てかけられているような形で亜KなりあってｌｌＩ二１１ている。

南壁に'１央の遺物出土状態。（北より）

(1) 

(2) 

(3)、

(5) 

(6) 

2３ 
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図版５第２り･ｌｉﾐ)刑|:の発掘(2)

第２号住)11｜1112のほぼ中央部、饗（第15図ｌ）と'|ルの甑（第ｌ５１Ｚｌ３）の出土状態。飢内よ'）

石製の勾]Ｚ（第18図28）が出土している。

第２号住)否111:カマド周辺の遺物111土状態。カマド|ﾉ(]より製(鋪16図８）、カマド北ＩＩｌｌｌには小形

甕（第15図２）が出土している。

貯蔵穴|ﾉＷ)遺物出土状態。貯蔵穴は深く床｢iiiから１１０cmの深さを計る。

(1，（lり第２号住居11kカマドの発掘状態である。カマドはロームブロックをﾄﾞlllとしてもちい

ている。IMH道は発達せず、カマド内には支ｌｌｊ１１等はみとめられなかった。ｑＤはカマドの袖部の

切開の状態である。堀')ブノ〕Lll1めこL、袖のロームブロック、ネ''1部の熱による赤化の状態がわか

る。(12)は堀リブJの状態である。（第12図参!!(1)

(7) 

(8) 

(9) 

0０ 

2４ 
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第15図第２ザ住居111Ⅲ士の二Mili器(1)
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第17図第２号住居111:出土の土imi器(3)

出土遺物（第１５図～第18図）

第２号住居11k出土の士Iiili器は壷１、護６、甑２、坏１４、jjii5であり高坏の欠落が指摘できる。

この他、筒形土製品（第18図26)、土製紡錘''1（第18図27)、淡青緑色の貢岩製の勾玉(第18図28）

などの遺物が出土している。この内、護（第16図７）と土製紡錘車は住居趾覆土上層からの出土

であり、筒形土製品はＦＡ層上面からの出土である。他の遺物については床直からの出土である。

壷（第１６図６）は口縁部にわずかに段を有し、服部から「〈の字」に屈ll1するものである。胴

部は欠失しているが、かなり帳るものであろう。蕊（第15図１，２，４，第16図７，８，９）は

甕と小形護とに２分できる。さらに甕は、長胴のⅢ部を有し、口縁部は胴部から「〈の字」に屈

曲し口唇部は肥厚するもので、整形技法上の特徴として胴部表面にはハケＦｌを残すもの（第１５図

2９ 

＿’ 
ｎＩｌン

、麹ニエニニーメi〈



画↓wl鰍I1IMMiNHM厨

、
ｌｌｌＩも前者に比べて弱いもの（

輔l61Xl8）とに２分できる。

又、小形護も'二1織部にわずか

に陵を有し口織部から胴部に

韻る届Illlはゆるくｌ１１ｎｌ部のふく

らみもあまり顕耕:でないもの

で川部表面にハケ目を残すも

の（第l51Xl2）と、ちょうど

｣jijの胴部を_上下に延ばしたよ

うな形を呈するもの（第15図

４、第16図９）とに２分でき

る。鉱（第15図３，５）は小

形で口縁部は折I)返し口縁を

有し、底部から|]縁部まで直

線的に「逆ハの字」状に広が

るもので底部には－孔を有す

のに
２８◎もので低ｌＩｌｊには￣+Ｌを７fiす

るもの（第l51Xl3）と、大形
０５ｃｍ 

￣＝でlllil部はやや-｢ぶくれで口唇

第18図第２号住)舌111旦出こしの遺物部は肥厚し底部が大きく抜か

れているもの(第15図５）とに２分できる。整形上の特徴として前若がヘラケズリと指頭による圧

痕が顕著であるのに対し、後者はへうミガキが101n軒である。坏（第l71Xl）は口縁部に稜を有する

もの（15～22)、陵を有せず'二l唇部近くで内湾するもの（24,25)、さらには所謂「内斜'二1縁」を

有するもの（23）とに３分できる。蝿（第l61ZllO～14）は丸底あるいは小さな上げ底状の底部を

有するものであ')「1縁部はいずれも「内斜ロ縁」をｲ『する。坏、lliiともに整形技法_上の特徴とし

て内面へラミガキによる「放射状lIiIf文」を有するものが多い。

筒形土製,W，（鉛１８図26）はlWmi形が｣二下につぷれた|]1筒形を呈するもので、胎二'2は精製されず、

内而には粘土jl＃の接合痕を明|M(に残し、外面には縦ﾉﾌﾞ向の荒いへラケズリが施されているもので

これらの遺物はいずれも単体でｌｌｌ二l1しているものであ')、距離をおいての遺物|司芒|:での接合関

係はほとんど存在しない。（第l41Xl）

3０ 



３）第３号住居趾

図版６第３号住居１１１２全景

第３号住)iI11112は第１号住)il}｣11:と第２号住Ｉｉｌ}｣11:との間に位置している。この住居jIIはカマドを有

せず下住居1111｢'１央に地味炉を有している。床はかたくしまり、４本の主林穴と住居tll南西'１Ⅱ

に隅丸方形のやや浅い貯蔵穴をもっている。又、醗下には周満が全周している。特記されること

として、住Ｉｉｌ１･｣11:北來隅に焼｣二届の塊が分布していたことがあげられる。

第４表第３号住居111:計l1ll表

３１ 

項’二Ｉ lY〔’二１
ｆｉｔ長径

ｃ、

最緬任
ｃ、

深さ
c、

主llilll ノノ |ｲリ Ｎ－２３゜－１０
土性穴Ｐ，

〃 Ｐ ２ 

３０ 

２９ 

２６０ 

２５ 

1６０ 

９０ 

束両方lrilの辺の長さ
ｃ、

610 
〃 Ｐ ３ 

〃 Ｐ ４ 

３２ 

３（） 

２９ 

２８ 

９２ 

1０８ 

南北方|ｲﾘの辺の長さ
ｃ、

63(） 
'j：蔵

－ひ

Ｐ ５ 

Ｐ 
６ 

９８ ９２ ４７ 

壁高
ｃ、

5５ 
Ｐ ７ 

雌ｌｉ１満 ３０ １６ ８ 
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第20図第３号住居趾出土の砥石

出土遺物（第20図、第21図）

第３号住居111のおもな出土遺物は

ijijl、高坏２，fll］、砥石ｌである。

遺物はすべて床而直｣二からの出土で

ありその出土は貯蔵穴に集中してい

る。（第１９図）

碗（第21図２）は内斜口縁を有す

典扇１J三'豆
第19図第３号住屈fLll:の遺物分布るもので、底部はやや｣こげ底風の小

さな底部を有するものである。高坏（同図１，４）は坏部と脚部がｌｲllilずつ出土しているがいず

れも別化１体である。脚部はへうミガキによる陪文が卓越している。１１１（同図３）は'二1縁部のみの

出土である。’二1唇部近くでやや直に立ち上がるものであり、内外mともにへうミガキによる暗文

が顕著である。砥石（第20図）は泥岩製のもので３ｍに使用面が認められる。

ﾉ） 

こぎ〆
／（４ 

第21図第３号住居llMIj士の土師器
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４）第４号住居趾

図版７第４号住居111全景

第４号住居ｈｔは発掘区の|｢|]央、第２号住居111のilLiに近接して確認された。この住居趾も非常に

遺構の残')は良好であり、遺物の11}土も多かった。住居111:束壁中央よ')やや南にはカマドの袖の

部分にｲ｢を用いて鳥居状に組んだカマドが付設されている。カマド南には平面形長方形の貯蔵穴

を有している。主柱穴は４本、壁周瀧Ｍｒ周している。覆土中にはＦＡの堆積が認められた。

＝Ｆ￣ 
第５表第４号住居１１lき計11111表

3５ 

項［１ 項目
最長径

ｃ、

職短径
c、

深さ

ｃ、

主jlilll方向 Ｅ－３゜－Ｓ
三i三柱穴Ｐ，

〃 Ｐ ２ 

４８ 

４２ 

３７ 

３６ 

５４ 

５３ 

束西方|/i]の辺の長き
ｃ、

５３０ 
〃 Ｐ ３ 

〃 Ｂ 

４６ 

２９ 

３０ 

２５ 

５０ 

４８ 

南北方向の辺の長さ
ｃ、

5００ 
貯蔵穴Ｐ５

Ｐ ６ 

119 ９９ ８６ 

壁高
ｃ、

4６ 
Ｐ 

７ 

周瀧 ２８ １４ ８ 
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図版８３１Ｍ号'三ｉｉｌｉ趾の発I11il

第４号住居1112の覆土111に確認されたＦＡの堆祇状況。写真'１１、やや白っぽくみえるところが

ＦＡ層である。

第４号住居｣Ⅱ:ＦＡ層の｣二iliiからｌｌＩ土した杯（鏑28図、７，８，１０，１４～21）の}l}二11状態。い

ずれもふせられた状態で出土ししている。

ＦＡ厨の下面の遺物出二ｔ状態、壷（第27図２）と変（第271叉１４）がlⅡ二ｌＬている。

カマド周辺の適物出土状態。イ｢を烏)計状に組んだカマドの１１肋に壷（第291瓦'26）と貯蔵穴に落

ち込んだ状態で甑（第29図23）が確認できた。

カマド南側の貯蔵穴の二|:屑ｉｌＩｉ横状態。（第241叉|）

カマドの切開状態、カマド内に石製の支脚をみとめることができる。（第23図）

(1) 

(2) 

１
１
 

３
４
 

１
Ｉ
 

１
１
 

５
６
 

１
１
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３ ４ 

図版９鏑４５住居111:のカマド

(1)カマドの完掘状態、イTを鳥居状に組んだ状態である。Ｉｌｌｌｌｌ道はほとんど発達していない。

(2)鳥居状川Tの_上部を取')のぞいた状態。ロームブロックとｲ丁をもちいて袖部を幟成している。

又、このカマド内には石製の支脚がみとめられた。

(3)カマドネ111部の切開の状態。ロームブロックとこれが熱によって赤化した部分、さらには、カ

マドを付設する場合の住居｣11:のMilI)ノア埋めﾆﾋの無色士がみとめられる。

(4)カマドの掘')方の状態、カマドの火床をはぐと黒色二上がみとめられ、これをはぐと不整１１形

の落ち込みとなる。（第231叉|）

出土遺物（弟26図～第29図）

第４号住居111:の出土遺物は、住居111:覆二'2｢１１にみとめられるＦＡ層をはさんで、」二層の遺物と下

層、すなわち床而直上の遺物とに層位的に２分できる。

＿上層からは、素１（第29図24)、護４（館27図５，第28図６，２２，第291又'27)、高坏’（第271Z'３）、

１１１１（第29図24)、坏１２（第28図７～８，１０，１３～21）が確認された。これらの二Mili器はいずれ

も破損が著しい。

壷（第27図ｌ）は、折り返し|]縁を有するものであＩ)、’二1縁部は頚部で〈の字に屈ｌｌＩ１し、大き

く|｝'1〈ものである。I11ii1部は上半部に岐大径を有する。鍵は大形の嚢（第28図６，２２，第29図27）

と小形の喪（策27図５）とに２分できる。大形喪は長胴化したllliil部を有し、整形技法として縦方

3７ 
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向のへラケズリが顕著なもの(第291叉'27)と、llliil部最大径をI11iillll央部に持ち整形技法としてハケ|=｜

痕を明瞭に有するもの(第28図22)とに２分できる。′|形甕(弟27図５）は胴部11]火に簸大径を有す

るものであり底部はやや上げ底風のものである。高坏(第27図３）は逆ハの字形に直線的に開く坏

部を有するもので、脚部との接合はホゾによっている。川(第29図24)は頚部から直線的に直に立

ち上がる口縁部を有するものである。坏(第28図７，８，１０，１３～21)は所調、」宛に近い器形のもの

（第28図13）と口織部に明瞭に稜を有するもの（第281叉１７，８，１０，１４～21）とに２分され、さら

に稜を有するものは、稜の部分を凸jIIlf状に作り出すもの（第28図15～21）とただ単に稜を作Ｉ)(1)

すもの（第28図７，８，１０，１４）とに２分できる。

床面直上からは、壷１（第29図26)、護２（第271又'２，４）、帆1（弟29図23)、坏３（第28図

9,11,12）、椀１（第29図25）が碓認できた。

壷（第291叉|、２６）は胴部下半を欠柧してはいるが、かなりl求形状のllliil部を有するものと思われ

る。口縁部は肥厚し、口縁部２|とばに陵を形成している。饗は、口縁部が折返しの手法によって把

厚し矧稜を有するもので、Iliil部から短かく「くげr:」に屈''１{し、I11il｢'1央部に岐大径を有し、ヘ

ラミガキが顕著なもの（第27図２）とI11iil部はほとんどふくらみをもたずズンI11iilで内面と外面にハ

ケ目痕を残すもの（第27図４）とに２分できる。畝（第29図23）は、底部全体を孔としているも

のであり、l11il部は砲ﾘlii状を呈し、「1織部はわずかに外反している。Ilii1部内面には縦方lﾌﾞﾘのへラミ

ガキが顕著である。坏（第281割9,11,12）はいずれも大形で深く、’二|織部とllliil部との境には[ﾘ]暗

に稜を有し、口縁部は直に立ち上がるものである。塊（第29図25）は、小形のもので、口縁部は

内湾する、所・調「内斜口縁」を有するものであり、川部はやや下ぶくれのものである。

以上の土師器の他に滑石製の勾玉が第４号住居111苗からは出二こしている。（第26図）

第４号住居趾からはＦＡ層を狭んで層位的に２つのここl1ili器群が確認できた。この２つの士liili器

群は、その土器組成の上においてはほとんど差異はないが、鞭、坏などにおいて形態的な差異は

明瞭である。特にＦＡ層上部からｲ附認された二'二師器群は、これから記述する第７号住居趾、第８

号住居趾などの土師器群のあり方の検討をilnしてさらに明瞭なものとなろう。

遺物の出土状態（第25図）は、床、直上の遺物はほとんど単独で接合関係をもたない状態で出

土しているものに対して、ＦＡ上層の遺物群は非常に活発な動きを見せている。

霞櫨
第26図

第４号住居ill2出土の勾玉

4３ 
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第29図第４号住居｣11:出二|:の二Mili器(3)
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(5)第５号住居ilI蕊
llilllllliiliilIiiiii 

illillilli1lliMl1I1Il11111ll1illlllIIilll1ilIjlWW！ 

図版１０雛５号、６号、７号、８号、９号・［i三liW1ll2全景

第５号、６号、７号、８号、９-ザ住居｣]|:は発Mlll又の西端に互いに切Ｉ)合い関係をもって硴認さ

れた。図版1'央のポールが入っている住Iillill:が節７号住Iil}hl2である。その右が弟５号住１丁牡||:であ

る。第５号住IiIItll:は第７号住居111倉の一部を切って柵築されている。第５号IEi：届１１１:は、発掘区の都

合で全棚することができなかった。
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第30図第５号住)iI+1112実i11ll図
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図版１１第５号住居1112のカマド

第５号住居1112は、第７号

住届hLの南に位置しており、

住居hl2の北東の隅の一部を

調査したにすぎない。束壁

には精灰白色の粘土を袖と

して使用し、石製の支脚を

有したカマドがかなり崩れ

た形で碓認できた。このカ

マドの位置は、來壁でもか

なり北Il1llに寄った位置であ

ることが予想される。又主

柱穴の内、１佃を確認した。

壁周瀧はもたない。

（第30図、第31図）第31図第５号住居」|ヒカマド実illlllxl
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最長径
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束i1Li方向の辺の長さ
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、
、

、
、

、
、

南北方向の辺の長さ
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、
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、
、

、
、

壁高
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図版１２第５－号住居1112の発掘

第５号住居illZの掘り込みは深く、住居1112覆土」J闇には浅間Ｂｌ降石の堆積が認められた。遺物の

出土状態はすべて床iiii直上からの||}二'二である。遺物の''１では滑石製の玉の未製品、手樫ねの土器、

さらには第２号住居illFA上層から出土した、IWimi形が_上下につぶれた円形の筒形土製,｢,1,が確認

できた。これらは特筆されよう。
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第32図第５号住１１１趾の遺物分布
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第33図第５号住居吐出士の遺物

第５号住居趾からは、坏２（第33図１，２）、高坏の脚（第33図５）､手控ね土器２(第33図3,4)、

筒形土製品３（第33図６，７，第34図８）、滑石製の玉の未製品２（第35図)が確認された。土師器類

については完形品は皆無である。

坏は口縁部と川部との境が凸帯状に張り出す稜を有するものであり、口縁部はやや内傾するも

のである。（第33図１，２）、高坏の脚（第33図５）は、小形の脚であり、脚柱部下部にふくら

みをもつ。裾部はやや内湾する。手樫ね土器（第33図３，４）はいずれも指頭の圧痕が明瞭なも

のである。筒形士製品は３点が出土した。（第33図６，７，第34図８）いずれも外面は荒い縦方向の

へラケズリ、内面には輪積痕と指頭の圧痕を明瞭に残している。断面形は、円を上下におしつぶ

５１ 



したような形を呈する。これらの内一点

についてはほぼ完形に復することができ

た。（第34図）これによると一端は押し

つぶしながらしぼったような形になって

いるが、完全にはおしつぶされない。他

の一端は、しぼってはいるが、不完全に

おわっている。他の２点については、一

端は残されているが、他の一端は接合帯

よりきれいに割れている。（第33図67)。

滑石製の玉の未製品は荒く割りとられ

た剥片に片面より穿孔をうけているもの

（第35図１）と板状に剥がされた剥片の

￣辺に加工痕がみとめられるもの（第３５

図２）とがある。

以上遺物は、ほとんど単体で出土して

おり、接合関係をもたない。これらの内、

特に土製品がカマド周辺に集中して出土

しているということは、この土製品の機

能的な面を考えるに何らかの示'唆を与え

ているように思われる。（第32図）
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第34図第５号住居吐出土の筒形土製品第35図第５号住居趾出土の石製品
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第36図館６号住居趾実ilIll図
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第７表第６号住居111計測表

１ 

第38図第６号住居ill2出土の土師器

第37図第６号住居11kの遺物分布

第６号住居趾は、第７号住居111:の一部を切って幟築されている。その為、第７号住居趾のカマ

ドはほとんど壊されている。この住居趾の一部は現在、宅地の下となっており調査は不可能であ

った。この住居111にともなう施設として、主柱穴３と壁周瀧を確認した。出土遺物は少なく完形

に復元できるものは一点の坏のみであった。

杯は口縁部と胴部との境に凸帯状に稜を張り'1}すものであり、口縁部はやや内傾ぎみとなるも

のである。（第38121）
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項’三１ 項｜］ 最長径
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7）第７号住居趾 （ 
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第39図第７号住居ill2実iHll図
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第８表第７号住居ilL計i1l1l表

鍵iill11Iiilliiiill1ll１ｌｉ

図版１３第７号住居iIl:の発掘

第７号住ⅢＪ１｣112は、第５号、第６号、第８号の行住IiI1hIと切り合い関係をもっている。すなわち

第７号住居1112はこれら３lil:の住IiT}hlに住居11ｔの一部を切られている。

第７号住居｣11負は壁周溝が全周し、４本の主lili穴と、住居趾北ilLillNに円形のピットを有してい

る。又、束壁'１１央にはロームブロックを袖としたカマドが存在していたらしいが、弟６号住居hl：

によって破壊されている。カマド南には第２号住居lll:と共通する了Izmi形隅丸方形の非常に深い貯

蔵穴を有している。（図版１３－３）又、本住Ⅲ11111の覆土中にはＦＡ屑を確認することができた。

（図版１３－２）
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第41図第７号住居illlll土の土師器(1)
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出土遺物（第41図、第42図）

第７号住lil趾からは饗３（第41図１，２，４）、小形壷１（第41図１０)、」１１１（第41図６）、鉢２

（第41図３，５）、高坏２（第41図７，８）、坏1８（第41図９、jiij421又'１１～27）がＩｉＷｉ認できた。内、

坏１（第41図９）と'１，形壷（第41図１０）は出｣１１両位、什仕地点とも不lﾘlなものである。

饗はやや大形の甕（第41図ｌ）と小形識（鋪411叉１２，４）、とに２分できる。饗（第41図ｌ）は

上半分のみが貯蔵穴内よ')碓認された。’三l縁部はくの字に外反するものであ')、外nlIiには荒い

ハケ目痕が残されている。小形喪（第41図２，４）は、I11iil部が伽かくやや張るものでずんぐＩ）し

た感じをうける。外而にハケ目を残し粗製のもの（館411叉'２）とナデによって訓幣されているも

の（第41図４）とに２分できる。小形壷（第41図10）は|]縁部は外反しIllil部は１１央よ')やや｣主に

最大径を有し、そろばん球状になるものである。器表の荒れが著しい。111（第41図６）は大形の

もので口縁部は欠損している。Illil部の器表は非常に荒れている｡鉢(輔41図３，５）はちょうど小形

護の口縁部を切り取ったような形を呈している｡'三1縁部は底部からゆるやかに内湾しながら立ち_|ｚ

がるものであＩ)、内外面ともにへうミガキの著しいもの（第41図５）と、厚手でぼってＩ）したも

の（第41図３）とに２分できる。高坏（鉛411ﾇ'７，８）はいずれも1M１１部のみであＩ)、比較的'１､形の

ものである。調整はへうミガキが著しい。坏（第41図９，第42図11～29）は、１８点がｲi('1認されて

いるが第41図９を除いて他はすべて床而密請か貯蔵大内からの|}}ここ資料である。これらの坏は大

きく５つに区分できる。それはまず、’二1縁部が所訓内斜'二|縁のもの（弟42図21)。口縁部に稜を

有さず、やや内湾ぎみに立ち上がる塊状のもの（第421又'１１，１２)、’二1縁部が短かく、やや|ﾉﾘI頃す

るもので稜を有するもの。すなわち稜の位置が高いもの（第42図13,14)、胴部と口縁部との境に

|ﾘj暗に稜を有するもの（第42図15～19,24)。I1liil部と口縁部との境に稜を有するが、その稜がｌｕｌ

ｊＩＷ状に帳Ｉ)１１}すもの（第42図25～27）の５者である。これらの坏は、ＦＡ層下の住居ill:である第

２号、第４号住居111:の坏と共通するものと、弟４号住１７Ｉ１ｌｌＦＡ層１１の坏と共通するものとの両者

を有する組み今わせである。

第７号住居ill:における遺物の出二k状態は、ほとんどの資料が単体で'1}土してお')非常にi'瀞的で

あるといえる。遺物の分布は貯蔵穴|ﾉﾘ及びその埋め土上面に1'二中している。

6１ 



第８号住居趾８） 

IIllIIIIllllllll1iliiIiiiiii1lll 

図版１４第８号住居111:全景

第８号住居111:は、発掘区のiLi端に位iriし、第７号住居｣111の一部を切り、第９号住居111:の_上に貼

')床を施して柵築されている。北壁IIj央に灰l全|色粘ニヒを袖としてⅡ|いてWlj築されたカマドが付設

されている。

第９表第８号住IilIillき計i1Ill表
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第43図第８号住Iillill:実i1lll図
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第44図第８号住居カヒカマド笑111111図

第８号住)iIiⅡは壁下には雌周瀧を全周させ、北壁中央にはカマドを有している。この東側には

不整長方形のやや深い貯蔵穴をもうけている。主杁穴は４本がｲiWi認できた。

カマドは灰白色粘土をｌ１１いてW|(i築されてお|)、ネＩＩＩ部は南北に長い。カマド内には石製の支脚を

有している。又西側の袖部分には長胴化した襲が横位の状態でｌＩｌ二'九た゜

遺物の出二上状態はすべてが床而密着の状態でｌｌＩニヒし、その分布はカマド周辺、貯蔵穴、南壁よ

')にかたよる傾lfiIがある。遺物の出土状態はやはＩ)単体で｜11二上したものが多い。
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図版１５第８号住居』|:の発掘

第８号住居hl:の士1岡堆積状態。（南よ')）

第８号住)i牡11:と第９号住居llliとの切l)谷い関係を示したセ文ション(南よ'))。図版右が第８

号住、左が第９号(主である。第８号は第９号住の_上に貼床を施している。

４）、５）は、住)Il11L111央、貯蔵大内、カマドlilil辺の遺物Ⅱ}二|:状態である。

カマドの掘り」こがり状態。1畳lllil化した饗とそれを支えるようにカマド'|]央部にＴ｢製の支脚が

みとめられる。カマＭＩＩ道部は住)召北壁よ')わずかに出る。

ｌ） 

２） 

３） 

６） 

6５ 
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出土遺物（第46図～第48図）

第８号住居111出二上のおもな遺物は、嚢３（第47図１，２，

鏑48図６）、触１（第48図３）、鉢１（第48図７）、Ｍ１（第

48図４）、坏１０（第48町８～17)、手控ね土器(第48図５）ｌ、

砥石1（第46図）である。第45図第８号住居｣||:出二Lの砥石砥石1（第46図）である。

護（第47図１，２，第48図６）は大形の護（第47図１，

２)、と小形護（第48図６）とに２分できる。大形嚢（第471叉１１，２）は、非常に大形のものであ

り、長胴化している。1-1縁部はゆるやかに外反する。いずれも調整技法として縦方向のへラケズ

リが卓越している。小形護（第48図６）.は口縁部はくの字に外反し、川部中央より下位に最大径

をもつものである。やはりへラリズリが目立つ。甑(第48図３）は、口縁部はゆるやかに外反し、

胴部は中央に最大位を有している。外ｍの調整は縦方向のへラケズリ、内面は細かな縦方向から

のへラミガキが施されている。鉢（第48図７）は器壁が厚手であり、底部よりゆるやかに内湾し

ながら立ち上がる。口縁部は横ナデによって111両1部との境にわずかに段をつくり区別している。醜

（第48図４）は球形のllliil部を有するもので'二1縁部は欠損している。服部の孔は焼成前穿孔である

が、後にこの孔をひろげようとした痕跡がみとめられる。外i1iiの調整は横方向のへラミガキが施

されている。坏（鏑48図８～17）は、いずれも、口縁部と胴部との境に凸帯状に張り出した稜を

有するものであＩ)、稜より口縁部が直に立ち上がるもの（第48図８～13）と稜よ')口縁部が外反

するもの（第48図14～17）とに２分できる。手狸ね土器（第48図５）は第５号住居11上出土の手樫

ね土器（第33図３，４）と共通するものであり、指頭の圧痕が明瞭である。砥石（第46図）は1i尼

岩製の小形のものであ')、断面くさび状を呈する。表裏とも作業面は作られている。
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9）第９号住居趾
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第49図第９号住居乢実illll図

第９号住居趾は発掘区の西端に位置し、第８号住居111:によって－部を壊されている。第９号住

居趾は平面形は長方形を呈しており、比較的'１，形の住居趾である。おもな施設としては、３本の

主柱穴の他は炉111:もカマドも確認されなかった。

住居111南壁の二'二層断面にはＦＡ層を覆土上層に把握することができた。
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第50図鋪９号住居i11JLlI土の土lili器

出土遺物（第50図）

第９号住居趾出土のおもな遺物は'|、

形甕（第50図１）脚付の鉢（第50図

２）、高坏（第50図３）である。この

内、脚付の鉢と高坏は脚部を欠失して

いる。

小形梨（第50図１）はl=1唇部がIIB厚

し、口縁部は頚部から〈の字に短かく

外反する。Iliil部は上半部、肩部に最大

径を有する．器砿の厚さは均等に調整

されていない。脚付の鉢（第50図２）

は内斜口縁を有するものである。脚部

は接合部より欠失している。高坏（第

50図３）は坏部下部の稜が非常にはっ

きりしている。

遺物の出土状態は主柱穴内出土の遺

物同志の接合がみられる。（第51図）

認三重]ニダジ
第51図第９号住居趾の遺物分布
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10）その他の遺構と遺物

8－ 前田遺跡からは前述の９ＩＷのTl丁墳時代の

住居１Ｍ#の他に1条の瀞と２基の土肱を確

認した。

町
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し
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叩叩り

鱗
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第52図１号満と１号士Ｍ《実iIlll図
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一一
２号士肱実i1l'|図第53図

2号上111;の発掘図版1７

１号瀞（第521列）は鋪

３号住ｈ１Ｉ趾と第２号住居

｣1ｔとの'１Ⅱに確認されたも

のである。溝の走向はＮ

－９ｏ－Ｗを示す｡_上''１１１０

cm、下||]30｡',Ｉを計る。溝

の断凹形は薬研に近い。

出土遺物はまったく発見

できなかった。又覆土１１

には火111灰も確認できな

かった。

１号二Ｍkはこの１号満

の壁面に確認されたもの

Ｉ 、

已鶴I］

α
〃
Ｉ

亀

Ｉ 園

第54図第２号土肱出土の繩文土器
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であり、深き180。'"～長径180゜''`、短径１２０｡'"を計Ｉ)、平面形は長栫lU形、底形は隅丸長方形を呈

する土jlkである。出二L遺物は繩文ﾆﾋ器と,MAわれる土器の細片が上層''1に確認できた。

２号二Ｍk(第53図)は第４号住)TI趾と策６号住居111:との間に硴認された。深さ140．"!、長径200．'"、

短径150。"ｌを計る。第１号士11kと|司様、平面形は長楕｢'１形、底形は|偶丸長方形を呈するものであ

る。２号土ｉｉｉからは第54図に示す繩文士器がIilli;認できた。出二ｔ状態は第53図に示す通Ｉ)であＩ)、

かなり」二面で確認されている。

この１号二l1fljiと２号士１１kは二ＭＩＩ内種ﾆﾋの状態、工lz而形などから考えて同１１綱|に属するものと考

えられる。一応、２号土肱内のｌｌＩ土遺物などから判WTして繩文時代前期後半のものとしておく。

第55図に示したものは、前ＩH遺跡から表採された土製の紡釧車である。全体の４分の１慨が残

存している。

ＤＣ 型
第55図前、遺跡表採の紡鈍車
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Ⅳ前田遺跡調査の意義と問題点

1）遺構について

本遺跡から今回発見された遺構は、住居ill:91111:、二Ltli《２基であった。この内、２基の土肱は出

土遺物から判断して明らかに古墳時代よ')以前のものと考えられる。ここでは、この土肱を除く、

古墳時代に帰属するものと考えられる住居111:についてまとめておきたい。

調在を行った９，１１｢の住居ill2は、いずれも方形を基本とした略穴式住居｣'2である。これら９１ifの

住居ill:は、それぞれの住居11kが有するさまざまの要素から分類が可能である。

第２号住、第４号住、第７号住の杵住居111:は、平、形は、ほぼ正方形に近く、住居1112の主軸方

向をほぼ束にもつ。カマドは、束向き、而裾に石をⅢ]い、ロームブロックで裾及び天ﾘ|:部を織築

している。又、南東隅には、｜l川丸長方形の深い貯蔵六を有し、壁周沸を全周させている。さらに、

住居111内覆土１１]に碓認されたＦＡ層の堆積状態なども、かな|)類似している。以上のことより、

これらを一群としてとらえることができよう。－イ群一

策５号住居１１１１:と雛６号住居ill:については、住lTIIill:の全掘は行えなかったが、主llilll方向あるいは、

出土遺物などから一群をもうけられよう。－ロ群一

策３号住居hkと鏑９号住居111:は、住居１１Ｍにカマドを有しないということにおいて共通する。

特に第３号住居11ｔは、住居111:中央に地床炉をもつことから、前述のイ・ロ群よ'）も古い様相をも

っているものとして理解したい。ただ、粕川周辺において発見されている所訓、和泉式土器を出

土する住居11Ｍ貯蔵穴の形態は、円形が一般的である点などを考慮するなら、むしろ、前述の２

群に近いと言えるかもしれない。この第３号住原阯と第９号住居111:をまとめて、ハ群とし、本調

査区中最も古い時期の一群として理解したい。－ハ群一

策８号住居111:は平面形はほぼ''三方形、主jlilll方|Ⅱｲﾘは北llIi、カマドは北|ｲﾘき、灰白色粘土をカマド

裾として使用している。北來隅には、隅丸長方形の浅い貯蔵穴を有している。この住居趾はカマ

ドの形態、第５号住、第７号住、第９号住の各住居illp切|)今い関係などから判断して、本調査

区中最も新しい時期に比定されるものと考えられる。一二群一

策１号住居趾は平面形は正方形、主Iilll方lf1はほぼ北、北壁には、石を芯としたカマドを有し、

住居中央部には、地床炉も設けている。カマド１１肋には、｜'脆の貯蔵穴を有している。又、この住

居jllで特筆されることとして、入口状の施設を有していることがあげられる。－ホ#「－

以上、本遺跡の住居趾は、イーホの５つに分瀬することができる。これらの変遷を考えると、

ハ→ホ→イ→ロ→二という変遷が想定できる。この中でイ群とロ群、二群との関係は、第７号住

居111:と第８号住居1112との切I)合い関係、第７号住居hl:と第６号、第５号住居111との切り合い関係

から、層位的に検証され得るものである。又、ハ群と二群との関係も、第９号住居趾と第８号住
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第56図住171hＭ変遷

原趾との切り合い関係から'ﾘ]らかである。

２）出土遺物について（第57図）

７土師器

本遺跡からは、多くの二Lllli器が発見されている。しかし、須恵器については認めることがまっ

たくできなかった。この現象は、当地域の時代的な特徴であろうか。ここでは、すでに述べてき

た士Iili器群について総括しておきたい。

本遺跡から､(i；認された二LI1ili器は、壷、鍵、瓶、高坏、坏、腕、鉢、111、）Ｈ１の９器柧に分類でき

る。こ苧しらのうち、護、iiK、fllは、相対的な犬,１，の違いによって２つに分けることができる。つ

まり、この遺跡では、士1111i器群を９器械15秘に分けて考えることができる。

これらの器柧のうち、坏、llij、難は、それぞれの一州IillI二L遺物''１、肢も'ﾘｌｌＭ〔にその変化を把え

ることふできる。この｣ｲ《、liij、喪の変化を一つの指標として、本遺跡(}}士のごMiIi器を，類からⅢ
頬までに区分する。

Ｉ類

坏胴部は、底部から１lb[線的に開き、［1唇部近くにあって直に立ち上が')、’二1縁部を形成す

る。そのため、かなり高い位置に稜を有することとなる。（注’）

碗底部から内湾ぎみに立ち｣こが')、’二|縁部は、わずかに屈lIIlを有し外反する。所調「内斜

口縁」を有するものである。このliiiの器形は、つぎのIIilil((にリ|き継がれていく。

窺口縁部は、狭く、頚部から「くの午」に屈llIIする。I11iil部は、球形に張る。この器形は、

和泉期の伝統を有するものとして111解できる。

このＩ類とした土nili器群は、所調、須恵器の模倣坏{|川前の段階として把えられる。坏、ｉｉｉ1類

の平底もこの時期の特徴としてあげられよう。さらに、一括(1)士資料｢'１には、小形fll等も認める

ことができる。これらのことより、このＩ類をiiij段階の土器群の伝統を強く受け継いだものとl]|{

解したい。

Ⅱ類

坏所鐵謂、須恵器模倣坏がみられる。これも一般に言われるように須恵器の坏蓋の模倣とさ

れるものが、ここではじめて{}}現する。さらに耕干の時間兼をもって須恵器の坏身の模倣坏がＩＩＪ｝

現してくる。（柱２）
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ｉ宛ＩｊｉＩｉに近II1するが、大11ﾗのものなどが現われる。又、これは、ｊｲにも共通する特徴であ

るが、平底がなくなり、丸底が一般化する。

甕艮llliil喪が|Ⅱける。しかし、ここでの長l11iil鍵は、器iiIIiの訳il嬢にハケ目を多用している。

又、この]えlllIil変の他に、Ｉ類と|而|様に111,i１部のり|くる広|Ｉの鍵も認められる。

このⅡ類は、所訓、ｶﾆＭ器の桃I放lｲのｌｌＩ４ｌの段lWrとしてとらえられよう。さらに新たにElllil変

や鮎などの新たな器械が))Ⅱわる段階でもある。

［Ｍ【ｉ

坏クド(忠淵の坏身模倣｣ｲの他に、この'ｲよ')｣I1式｢|<｣に変化したとＭｆえらｵしる坏がみとめら

れる。

甕ｌをI11iil甕一色となる。調整技法は、ハケ'二|がまったくなくな')、タテノ71('１の荒いケズリが

顕杵とな')、器雌も薄くしあげられている。

以上、Ｉ類から11[獺iは、第ｌザ住111}｣||:、第２号ｉｉ皇IiiIlllz、節３サＩｉ{居｣112、第４サ住Iir1111:、第７号

住liI+ｊｌｌ:覆j1｢'１におけるＦＡＩ岡の状況や、第′lザIEi三Iiil｣11:(こおけるＦＡ層を挾んでの士llli器の}11北|ﾀﾞ'１，

さらには、第７号住居｣11:と雛８号住1,I1L111:、鋪６号住)iII111Z、卸１５号住)iII｣11:との切り合い関係などの

層位ilりな検討から、時lllli1りな変遷を示しているものと考えられる。すなわち、このＩ類からIII類

ﾆﾋ器は、前１Ⅱ遺跡における－つの時ｌｌＩ１ｉ１ﾘ示準としてとらえることができ、そのまま、１期～111期

と言いかえることができる。

イ．±製品

本遺跡からは、非常に特異な形態をもった上製,Ｈ１が４１ﾀﾞ'１ｲM:認さｵしている。雛２号住)Tl}111:上lEiか

ら１１ﾀﾞ||、第５号住居11上床【し[より３例がＩｉｌｉ認されている。（卸il8図－２６，鋪33図－６，７，第34図一

８） 

これらの二'二製,Ｈ１は、いずれもその終形技'１ﾉﾐ、形態(l<｣特徴は共jlhするものがある。それはまず、

胎二'二は、ほとんど)Wi製きれず、′l､礫等を多く含むものであること。二１２器外而はタテカ|ｲﾘの荒いヘ

ラケズリで調懐が行なわれ、｜ﾉﾘi('iは、輪枝み痕とそれを調整している指頭圧痕をIﾘ]lUliに残してい

ること。さらに形態的な特徴として平Flillｼﾞは長ﾉﾌﾞ形、｜|ﾘiⅡＩｉは'二~「につぶれた|:fi｢冊を呈すること

などである。

これらの土製,W,については、」ＷＥまでﾘ｢し|ﾉﾘでのｌｌＩ二ｔ１ｹ|]は、他にIilIii認されていない。県外でも類

例をみないが、あえてあげるとすれば、八];子llIlll遺跡でll11W1形土製,１１１，ときれたものがあげられ

ようか。ただ、IlII11例は、カマドの(M1道として１１]いられているとのことであ})、ll1imli形も|J]形に

近く、本遺跡例が、＿'二下端部を１１１'しつぶしているのに対して、あくまでも、’'1筒形の土符状のも

のであるという’１A(において大きく異なっている。

きて、この土製,Ｆ１の川途を考えるには、その}[}二[:位置と土器表、iに残されたススの付着状態に
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注目したい。第５号住居111:からは、３１ｸ'１が確認されているが、この住居111二のカマドは、かなl)崩

壊した状態が認められ、この周辺から２例が、jlilii認されている。さらに、その土製,Ｈ１を観察する

と、片面に斜め方向のススの付着が認められる。（第33図－６，７）第34図－８には、片面全、

にススの付着が認められた。以_このことから、これらの土製,Ｈ１は、カマドの焚き'二|部分を構成し

たものではないかと考えられる。このﾆﾋ製,Ｈ１の出｣iMは、二'二製支脚等のⅡ}現とも期を－にして、カ

マドの形態的幣｛illiの一段階の指標としてとらえられないだろうか。以_上、これらの二上製,Ｈ１につい

ては、類例をまって言及したい。

３）まとめ

今|Ⅱ|の報告では、確認された住居hliをそれぞれの特徴から５つの群に分け、又、その住居ill:か

らそれぞれ出土した土師器川について３細分を行った。これをまとめたものが、鋪571X|である。

これによると、本発掘|Ｘでは、３１Ⅱ|の住居jll:群の惟移が予想できる。

今|Ⅱ|の調査は、道脇救という狭い範llFlに限Iら化集落に1筋のトレンチを入れたに過ぎない。

この地域に生柄していた人々の生活をよ')鮮'ﾘ1にするには、１１三産域、墓域等を含めた集落の椛造

的な理解が必要であ')、このような祝点での今後の発l1iii調森や周辺地域の踏査をさらに進めたい

と,思う。

注ｌ）この坏は、ＷＩ１ｌ|地域では、多くみ',ﾉＬるもので’)る。｝i)！(近のiiMMﾉﾘでは、この坏を念むセットに/Ｍｊ(）樅倣の肥『Ⅱ

きの人形創(が共伴した'ﾀﾞ|Iがある。

ij{２）須恵器坏蓋、坏身それぞれの模倣坏といわれるものについては、１iii者が、後什に先/しじて''１ﾘけると言わ/している。

これは、本遺跡''１，第４号住居111におけるＦＡ11Ｗを挾んでの」Jliｲからの坏身樅倣坏の}}|」２，１，洞Ⅲi〈l(Iからのl僻模倣坏の}'’

二上という}I}三上|ｸﾘも、証lﾘ)しているようにＡｕわれるが、鋪７号住１，１１１１１２の''1川ﾀﾞ||からは、ＦＡ１ＩｖイトのｌｉｉＩ１ｉＩｂｉ<lnil(I上からのiiW1の

共存がとらえられた。このことから、この坏蓋、ｌｲ身の樅倣lｲ《の人l)ﾉﾉについては、それほど時lll1的なljlWl)がないものとザ

えたい。
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土器観察表



Ａ 

抑'X１番号 器形 器形の特徴
訓

外 内面
Iilli考

図一No. 種高怪怪器器ロ底
残存率出土層位
色調胎土

その他

焼成

７－１ 

》麺

５５ ００ １７ 
３ 

球形のⅢ部を呈し、llliil'二'１
央やや上に最大径を持つ

頚部はヨコナデで、
llIiil-|二部にへうナデ、
ｌｌｉｌ１Ｉ１部、下部は摩滅
によ')不lﾘＩ。

摩滅、剥落によ})不
M１ ０ 

3/4、床直 、

淡褐色、砂粒混入、

雲母を少競混入、普通

７－２ 

鉱

3２．５ 

２５．０ 

(孔)8.8

口辺部は 「
〈 」 の字にﾀト

反し、胴部はゆるやかな

まるみを持ち砲ﾘｌＩｉ形を呈
す◎ 

Ili1WIl縦力|ｲﾘのハケメ

の後、口織部はヨコ

ナデ、'''1部はタテブノ

ｌｒ１のへラミガキ。

下から｣二へのタテブ］ 

Ｉｆ１Ｉのへラミガキの後、
'二|縁部はヨコナデ。

ほほ完形、 上層

淡褐色、砂粒若二ri昆人

通

８－３ 

壷

1９．０ 

口縁は'１１Fi広くゆるやかに

外反し、力i:大径は１１１１上部

に有り、ゆるやかな丸味

を持ち、底へと続く。

口織部はヨコナデの

後、上下方lfi]の連状

'１簡文。I11ijl-l二部はナデ

の後、」二下方lhlの連

状暗文、llllil中部から
下部にかけてはヨコ

方lfUのへラケズ')。

'二l織部ヨコナデの後、

｣二下.ﾉﾌﾞ|ｲﾘの迎状１１(文、
Illiil部指ナデ◎ 

底部欠損、床直

淡褐色、砂位を若二｢混入

普通

８－４ 

護

(１Ｍ） 

口縁部は
「 〈の字」

、

にリ

〈外反し、llliil部は球形を
呈す。

口縁部はヨコナデ、

lllnl1l'部から下部にか
けてはヨコ方lfI、右

→左へのへうケズリ。

'二1織部はヨコナデ、
I1liil部はヨコブフ向のへ

ラナデ。

1/3、 上層

赤褐色、砂粒を若二｢混入
普通

８－５ 

坏

８０６ ０●● ４５４ １ 

直立した短い'二1縁部から

直線的に底部に至る。底

部はやや上げ底を呈す。

口織部はヨコナデ、
底部はヨコ方向のへ

ラケズリ。

'二|縁部ヨコナデの後

底部を'1'心とした放
射状のへラミガキ｡ 

完形、貯蔵穴
赤褐色、砂伏を芳干i昆人

普通

８－６ 

坏

８３０ ０Ｏ● ５４４ １ 

やや内湾ぎみの口縁部か

らゆるやかに平底の底部

に至る。

胴部から底部にかけ

て、ナナメ方1ｔﾘを''’
心とした不規１１りなへ
フ

フ

ミガキ、底部はへ
ミガキ。

ﾅﾅﾒ方|､lのへﾗﾅ
〒,.?

2/３， 上層
淡褐色、砂粒雲母を少量
混入、普通

８－７ 

６．０ 

3.4 

胴部は内湾ぎみに立ち｣こ

がり、頚部のくびれをほ

とんど有さず、｜]縁部は
ゆるやかに外反。

llliil部はヨコ方lrTlを
'''心としたへラケ

ズリ、その後'二1縁

部ヨコナデ、底部
ヘフ ミガキ ０ 

'二1縁部ヨコナデ 、

底部を｢''心とした
不規l1llなヘラミガ
キ ◎ 

1/2、 床直

赤褐色、砂粒を若干混入
普illj

８－８ 

宛１ 

２６０ ０●０ ５９５ 
やや上げ底の底部から直

線的に立ち_Lがり、口縁
部でやや内湾する。

'二1縁部ヨコナデ、底
部へラナデ：。

口辺部ヨコナデ？

I11iil部から底部にかけ

てへラナデ。

2/3、上層
淡禍色、小礫、砂粒を少
最混入、 普通

９－９ 

高坏
14.6 

18.0 

(裾部)13.0

坏部は稜を有し、脚部は
若干のふくらみを持つ。
裾部は「八」の字状に犬
きく開く。

j爪部は[1縁にヨコナ

デの後、下から｣三方

|ｲﾘﾍのへラミガキ。

１１)i１１部は初|部にヨコナ

デの後、上から下方

向のへﾗﾐｶﾞｷ。

坏部は口縁にヨコナ

デの後、方躰伏のへ
フ ミガキ、脚部は柱

状部においてヨコ方

向のへラケズリ、裾
部はヨコナデ。

坏部5/6,裾iWl2/3､貯蔵穴内
赤褐色、砂）位を若干i}も入

普通

９－１０ 

高ｊＫ

1３．４ 

坏部は２段の稜を有し、
脚部はﾉIij状部中央でやや
ふくらみを持つ。裾部は

有段を呈す。

坏部はヨコナデ 坏部はヨコナデ 3/4、床直
淡褐色、細MBIﾉ粒を多量に

混入、諜通



Ｂ 

|iii図稀号 器形 器形の特徴
調整

外mIi 内面
｛illi考

９－１１ 

高坏

1９．３ 

坏部はゆるやかな稜を有

し、’二1縁はゆるやかに内

湾する。

坏部は|]縁部ヨコナ

〒の後、下から上方
向へのへうミガキ◎ 

坏部、’二|縁部ヨコナ

デの後、放射状にへ
フ ミガキ。

坏部1/８， 上層

淡褐色、イiZI〉粒を少鼓混入
普通

９－１２ 

高坏

2０．３ 

坏下部に稜を有し、１二|縁
はゆるやかに内湾する。

jｲ部はタテ方lr1のへ

ラナデの後、’二1縁部
ヨコナ冠

坏部、’二1縁部ヨコナ

デの後、放州犬にへ
ラミガキ◎ 

jｲ部3/4，＿上層

赤褐色、砂粒を少斌混入
普通

９－１３ 

高坏

19.6 

坏下部に稜を有し、１二|縁
はゆるやかに内湾する。

磨滅（ヘラミガキら
しき痕跡を残す所あ

り）

l｣織部ヨコナデ。 坏部3/5，床直
砂粒を若干混入

普通

９－１４ 

高坏

(＃1部)1Ｍ

柱状部はゆるやかに広が

り、柵部は「ハ」の字状
に大きくl刑〈。

裾部ヨコナデの後、

柱状部から裾部にか

けてへラミガキ ◎ 

柁伏部(指おさえか

?） 

裾部(ヨコナデ）

ＩＭＩ１部のみ1/３，－上層

淡褐色、砂粒を若干混入

普通

９－１５ 

高坏

(裾部)1Ｍ

村i状部はふくらみを持ち、

裾部は「ハ」字形に大き
〈開く。

裾部ヨコナデの後、
脚部全体にわたり 、

タテ方向のへラミガ

キ

樅lR部横方lh]のへラ

ケズリの後、裾部は
ヨコナデ｡ 

脚部のみｌ/２，床直

淡褐色、砂位を若二｢混入
普通

９－１６ 

高坏

(裾部)15.3

脚部は柱状部で直線的に

広が')、裾部は「ハ」字
形に大きく|ｻﾄ|〈。

裾部ヨコナデの後、
村？伏部から裾部にか

けてタテブノlrUのへラミ

ガキの後、枕|部にヨ

コ方ｌｉＩのへラミガキ◎ 

裾部ヨコナデ、材狄
部しぼり。

脚部のみ1/２，床直

淡褐色、砂粒・雲}剛を若

二｢･混入、 普通

９－１７ 

高坏

１４．６cｍ 

'''１部は村?伏部で直線(１９に

広がり、補部は「ハ」字
形に大きくllH〈。

裾部ヨコナデの後、

椛伏部から１W１部にか

けてへラミガキ。

裾部ヨコナデ 3/5，上層

赤褐色、砂粒を若干混入

普通

1０－１８ 

１ １ ｔ 

９４９ ●００ ７３４ １１ 
'''１部は球形を呈し、最

大'隔はIlliil'El1央よ')やや

上方にある。頚部はよ

〈しまI)、１ｺ織部は稜

を有し上部は垂直ぎみ

に立ち－'二がる゜

'三1縁部はヨコナデ、

Illiil部はヨコ方向のへ

ラケズリ（一部その

後にｌＨナデ)､底部へ

ラケズリ ◎ 

口織部ヨコナデ。 ほほ完形、貯蔵穴内

赤褐色(部分｢1勺に黒斑）

砂)粒を若干混入

普通

1０－１９ 

ｆｌＩ 

1３．０ 

頚部はよくしまI)口縁は

直線的に立ち上がI)、上

方でゆるやかに内湾する

'二1縁部は'二|唇部ヨコ

ナデの後、上下方|ｲリ
の暗文を有す。

口縁部上方ヨコナデ

の後、上下力liilの暗

文を有す。

1/4、床直
淡褐色、砂粒を若干混入

普通

1０－２０ ８１２ ＬⅡ１０●●● Ⅱ９０３ １ 

最大径は口織部端に有る。
Illijl部は中央部で強く張I）

出し、頚部は良くしまる
|]辺部は直線的に立ち上

が')、」二万で若干内湾す
る ０ 

口縁部はタテ方向の
ヘラナデの後、」ニブ〕

はヨコナデ。１１１１部上

方はタテ方向のへラ

ナデでその後、底部
にかけてへラケズリ

とへラナデ。

口辺部はヨコ方向の

へラナデの後、１１方

はヨコナデ。

3/4，床直
褐色、砂位を若二}二混入

やや不良

1０－２１ ９０４ ◆●●● 
Ｉ 

Ⅱ７８３ 
Illiil部は球形を呈し、口
縁部上方の径の胴部径
がほぼ等しい。’二1織部は
直線的に立ち上が')」二万
でゆるやかに内湾する。

底部はやや_上げ底である。

1二1縁部はヨコナデ、

底部からIlliil部にかけ

てはへうケズ')。

口縁部ヨコナデ、１二１
縁部ヨコ方向のへラ

ナデ◎ 

1/2強、 床直

赤褐色、砂粒を若干混入
普通



TI」 ゾ

Ｃ 

挿図番号 器形 器形の特徴
訳１整

外Tｍ 内面
I１１ｌｉ考

1５－１ 

喪

５５０ ●００ ３７６ ３１ 
'二1織部は

「 〈の字」状に
外反し、lllil部は丸味をお
び、長llliilで岐大径は胴『１１
央に有す。１=1唇部がやや

厚い。

l1Iiil部はタテプノlfT1のハ
ケメ。その後、底部
にはヨコブＪ１ｲﾘのへラ

ケズリ。口縁部はヨ

コナデ◎ 

llliil部は縦方向のハケ

メの後、胴上部はへ

うナデ、中部はへう
ミガキ

． 

◎ 

ナデ。

口縁部はヨ

胴7/８，底1/５，床直

淡褐色、砂粒を多量に混
入、普通

1５－２ 

護

００ ●０ ２６ ２１ 
'三1縁部は若干の稜を有し
ゆるやかに外反する、胴

部の狼')は弱く、妓大径

は１１１央部にある、長胴化
のきざしがうかがえる。

１ｺ織部下方からlllil部

上部にかけてタテ方

向のあらいﾊｹﾒ､
その後ＩｌｌＩ上部からllliil1Il

部にかけて細い右下

I)のハケメ、妓後に
口縁部ヨコナデ。

llllil上部にハケメの後、

'''１部全体にナナメ方

ｌｆ１のへラナデ？、口
縁部はヨコナデ。

ほほY定形、床直

淡禍色、砂粒を若干混入
普通

1５－３ 

小形甑

1２．４ 

２０．５ 

6.9(孔2,6）

折返し'二1縁部を有し、やや
'１，形の鉢形で単孔を呈す。

底部に若干ふくらみを有

するが、ほぼ直線的に立
ち｣こがる 。

胴部はヨコブノlfilのへ

ラケズリ、’二I織部は
ヨコナデ◎ 

'二1縁部は指頭による

圧痕の後、ヨコナデ
底部から口縁部方向
にナナメ方向のへラ

ケズリ。

ほほ完形、床直

淡禍色、イリノ粒を多逓に混
入 、 通

1５－４ 饗９３３形５２６、泊ロ上司ｕＬ
ｌ ノ 口頸部は 「 〈の字」状に

短く外反する。llln1部は球

形を呈し、最大径は中央

部に有る。

口縁部はヨコナデ、
胴部はへうケズリ。

'二１縁部はヨコナデ 2/3，床直

赤褐色（黒斑が多い）

1５－５ 

Ⅱ 樹

１０８ ０００ ３４８ ２２ 
1二1縁部はゆるやかに外反

し肉厚である。
llliil部は丸味をもった砲弾

形を呈す。

胴部はナナメカIhlの

ヘラミガキ、'二1織部

はヨコナデ０ 

I]縁部ヨコナデの後、

ナナメ方Ｉｉｉ１のへラミ
ガキ

ほほ完形、床直

淡褐色(部研1ﾜに黒斑）
jiﾘﾉ粒を若干i兇入

普通

1６－６ 

壷

1６．０ 

Ｉｌｉ１部は球形を呈し、口縁
は 「 〈の字」形に外反し、
ゆるやかな段を呈す。’二１

唇部は方形状である。

頚部から'二1織部にか
けてはヨコナデ。

llliil部はヨコ方向を中

心としたハケメ。そ

の後頚部から|]縁部

にかけてヨコナデ６

1/８ 

淡禍色、砂拉を若干混入
jⅢ 

１６－７ 

護

(20.1） 

1111部から口縁部は 「

字形に強く外反する。

〈 」 口縁部ヨコナデ。 '二|縁部ヨコナデ、胴

部はヨコ方向のへラ

ナデ｡ 

1/８、上層

赤褐色、砂粒を若干混入

普通

1６－８ 

裂

2０．０ 

ＩｌＩｉｉｌ部は狼I)はやや少なく

llliil1II央部に最大径を有す。

'二1縁部はゆるやかに外反

する◎ 

口縁部はヨコナデ、

その後胴｣二部へラナ

デ、llliilIl1部から下部

にかけてナナメめブ

向のへラケズリ。

ノ

'二1縁部ヨコナデ、胴

下半部ヨコ方向へラ

ケズリ。

1/2、床直

淡褐色、砂粒を若干混入

杵通

1６－９ 

饗形小

０６４ ●００ ３０４ １１ 
'二1縁部は短かく、やや外

反する。頸部内ilmにはす
るどい稜を成す。胴部は

上半に最大径を有する。

底部は小さな平底を有す
る ◎ 

口縁部はヨコナデ、

胴上半部は器形の剥
落が著しい、Iliil下半
部はｌｌＩｉｌ上半から下方

向へのへうケズリ。

'二l縁部ヨコナデ、胴
下半は磨滅が著しい。

3/5、床直
淡褐色、砂粒を含む

普通

1６－１０ 

姉

７５９ ００● ７４４ １ 

口縁部は短かく、外反す

る。所謂「内斜口緬を

有する。口縁内ll1llには稜

を有する。底部は'1､さく

やや上げ底伏を呈する。

口縁部はヨコナデ、

胴部はヨコ方liilのへ
ラナデ◎ 

口縁部ヨコナデ、胴
部はヨコ方向のへラ
ナデ。

完形、床直

淡黄褐色、砂粒を若干混

入、磐通



、

柿１２勝号 器形 器形の特徴
調整

外ｍｉ 内而
I111i考

1６－１１ ４６ 
１７ 
０ １ 

Ｗ「内斜口繍を有す
る。’二1唇部はするどくと

がる。’二1縁部外ilIiiには凧

||||を有せず、内imに稜を
もつ、座部はﾒL底を呈す
る ◎ 

'二1縁部ヨコナデ、頚

部タテ方lrilのハケメ

底部はヨコブノlhlのへ

ラケズ')の後ミガキ。

口縁部ヨコナデ、胴
部はヨコブノ|川のへラ

ナデ、

底部は剥落が著しい

完形、床直

赤褐色、′]､礫を含む

普通

1６－１２ 

腕
6.4 

1０．１ 

所謂「内斜口緬を有す
る。口縁部は直に立ち｣こ

がるが内面にのみ稜を有

する。底部はﾒL底を有す
る ０ 

口縁部ヨコナデ、底

部はヨコブノ向のへラ

ケズ1)。

口縁部ヨコナデ、底

部はへうナデの後、

放射状の'１１１文が兄ら

れる゜llliil部は剥落が

著しい。

完形、

赤褐色、

床直

砂粒を含む

普通

1６－１３ 

姉
７．２ 

1１．２ 

'二1縁部は短かく、タト反す

る、胴部は球形を呈し、

底部はﾒL底となる。

口縁部ヨコナテ゛、１１１１

部から底部はヨコ方‘

lrilのへラケズリ。

底部から'二|織部ﾌﾞﾉ向

への不規lllなへラミ

ガキによる'1刊文がみ

とめられる。’二1縁部

内面の器雌の剥落が

著しい。

完形、床直

淡褐色、砂粒、輝石を合
む

普通

1６－１４ 

塊
６．５ 

1１．３ 

'二1縁部は短かく、わずか

に外反する、llIiil部は球形

を呈し、座部はﾒLlfl6とを
る ０ 

口縁部ヨコナデ、１１１１

部から底部にかけて

ﾖｺ方liUのへﾗｹｽﾞ

リの後へラミガキ。

底部から1二1織部方向

への放琲|状のへラミ

ガキによる１１門文、口

唇部及び'二1縁部内ｉｍ

の器壁の剥落が著し
し 、

◎ 

完形、床直

赤褐色、砂粒を若干含む

普通

1７－１５ 

坏
6.0 

1３．７ 

やや内湾ぎみにﾀﾄ反しな

がら立ち_上がる'-1縁部を

ｲ丁する。口縁部とllliil部の

境いに稜を有し、その｣二
をへう状の工共によるナ

デにより沈線化をしてい

る｡底部はﾒL底を呈する。

口縁部ヨコナデ、胴
部から底部にかけて

ﾖｺｶ向のへﾗｹｽﾞ

リの後へラミガキ。

口縁部ヨコナデ、底
部からIlliil部にかけて

不規Ｉ１ｌｌなへラミガキ．

によるIliif文。

3/４， 床直

赤褐色、小礫を含む

普通

1７－１６ 

坏

5.6 

1３．４ 

'二1縁部と胴部の境に稜を

有する。口縁部は長く、

直に立ち上がる。底部は

ﾒL底◎ 

￣● 

口縁部ヨコナデ、llliil

部へラケズリ。

口縁部からI1Iiil部仁か

けてヨコナデ。

完形、床直

赤j｢EXA、砂粒を含む

普通

1７－１７ 

坏

５．６ 

1３．４ 

'二1縁部と胴部の境に稜を

有する。口縁部は長く、

直に立ち上がる。底部は

ﾒL底◎ 

'二1縁部ヨコナデ、llliil

部へラケズ')。

１ｺ縁部からl11iil部にか

けてヨコナデ。

完形、

赤褐色、

床直

lill〉粒を

普通

含む

1７－１８ 

坏

5.2 

1３．５ 

'二1織部と胴部の境に稜を

有する。口縁部は直に立

ち上がり１J唇部でわずか

にﾀﾄ反する。

底部はﾒL底。

'二1縁部ヨコナデ、Iliil

部右→左へのヨコプブ

lfT1、ヘラケズリ 。

'二1縁部ヨコナデ、'111

部はヨコナデの後、

底部から1二|縁部方lri］

のへラミガキによる

１１'｣鮒1りな放躰伏llff文

完形、床道

赤褐色、砂粒と'１，礫を含
む

普通

1７－１９ 

坏

5.7 

1２．７ 

llliil部と口縁部との境に稜

を有する。その稜の｣二を

へうナデによって沈線を

７１Iiijしてさらに稜を|ﾘ]|暇な

ものとしている。底部は

ﾒL底を呈する。

口縁部ヨコナデ、底

部はへうケズリの後

ヘフ ミガキ◎ 

'二1縁部ヨコナデ、底

部はヨコナデの後、

底部から'二1縁部方向

へのへうミガキによ

る放州犬暗文。'二1唇

部の剥落が顕鞠

完形、床直

赤褐色、砂粒を含む

普通



Ｅ 

柿lX1瀞号 器形 器形の特徴
調整

外lｉｌｉ 内面
{ｉ１ｌｉ考

1７－２０ 

爪０１５ 
８ ０ ２ １ 

llliil部と'二1縁部との境にゆ

るやかな稜を有する。底

部は比絞的偏平０ 

'三1縁部ヨコナデ、底

部はへうケズリ。

'二1織部ヨコナデ、底

部はヨコナデの後底

部から口縁部方Ir1へ

のへラミガキによる

放躰伏暗文。

完形、凸床直

赤褐色、砂粒を含む

普通

1７－２１ 

坏

６２ ０● ５２ １ 

llliil部と|｣縁部との境にゆ

るやかな稜を有する。

'二1縁部はやや内傾する。

'二1縁部ヨコナデ、底

部はへうケズリの後

ヘフ ミガキ０ 

'三1縁部ヨコナデ、底

部はヨコナデの後へ

ラミガキによるI噌文、

1二1唇部器壁の荒れが

みとめられる。

完形、 床直

赤褐色、１１ﾘﾉ粒を含む

普通

1７－２２ 

杯

5.2 

1３．５ 

llliil部と'二1縁部との境に稜

を有する、’二1縁部は直立

する◎ 

'二1縁部ヨコナデ、底

部はへうケズ')の後

ヘフ ミガキ｡ 

口縁部ヨコナデ、底

部はヨコナデの後へ

フ ミガキ ◎ 

2/3、貯蔵大内

赤褐色、砂粒を含む

普通

1７－２３ 

jド

４．８ 

1４．２ 

所謂「|ﾉﾘ斜口緬をｲ｢す
る。「l唇部はわずかに立

ち上がる底部はﾒL底を呈

し、浅くⅢ伏を成す。

'二1縁部ヨコナデ、底
111はへうケズリ。

口1V）(Wllヨコナデ、底

部はへうミガキが顕

著。

口縁部の器雌の剥落

が|=Ｉ
＿■－ 

－つ
０ 

完形、床直

赤褐色、砂粒を含む

普通

1７－２４ 

姉

４６ ００ ５１ １ 

底部から胴部は半鞭ｌＲを

呈し、’二|唇部は内湾する。

'二1縁部ヨコナデ、底

部はへうケズリの後

ヘフ ミガキ◎ 

口縁部ヨコナデ、底

部はへうによるナデ

完形、床直

赤褐色、砂粒を多く含む

普通

1７－２５ ３２ 
１５ 
２ １ 

底部から１１１両１部は半]求状

を呈し、口唇部は内湾

する ｡ 

'二|縁部ヨコナデ 、

底部はへうケズリ

の後へラミガキ

口織部ヨコナデ 、

底部はへうによる

ナデ◎ 

完形、床直

赤褐色、砂粒を多く含
む

普通

1８－２６ 

筒形土製品 平面形は長方形、lWi而形

は止下につぶれたＩｌｊＩＪ１形

を呈する。

ﾀﾃﾌﾞﾊﾟﾘのへﾗｹｽﾞ

リ ｡ 

接併'１:を残し、その

上に脂蝋圧痕をlﾘ}瞭

に残す。

ＦＡ_上

赤褐色、′]､礫を含む

1８－２７ 

紡錘IlI 断面形は胴部とフクラミ

を有する台形伏を呈する。

ヘラケズリ 完形、」掴

淡禍色、長石粒を含む

普通

2１－１ 

高坏

(裾部)14.9

彬伏部にふくらみをもち

神１部は急､に大きくひらく

林状部はタテノノ向の

ヘフ ミガキ、裾部は

ヨコナデの後、タテ

ﾉj向のハケメ

柱状部はユビによる

ナデ、裾部はヨコ方

向のハケメの後ヨコ

ナデ

脚部のみ2/3、床直

淡禍色、′|､礫を含む

普通

2１－２ 

姉
5.8 

1１．６ 

３．５ 

所謂「内斜'二1緑」をｲｱす
る。底部は小さくやや上

げ底状を呈する。

'二1縁部はヨコナデ

llliil部はへうケズリ

、

◎ 

口縁部ヨコナデ

器壁の荒れが目立つ

2/3，床直

淡禍色、砂粒を含む

神通

2１－３ 

fll 

1４．８ 

'二1縁部のみ残存。大きく

外傾し'二1唇部近くに直に

立ち上が')稜を形成する

1二I唇部ヨコナデ、１二１

縁部はタテ方l/ilのへ

フ ミガキ。

口唇部ヨコナデ、口
縁部はタテ方向のへ

フ ミガキ ◎ 

口縁部のみ2/3,床直

淡禍色、砂粒を含む

普通

2１－４ 叩２７１高７皿３
坏部のみ残存。杯部下部
には稜を有する。口織部
は大きく外IIJiし、［二1唇部
で直に立ち｣こがる。

'二1縁部ヨコナデ、Iliil
部はタテ方|ｲﾘのへラ
ナデ◎ 

口縁部ヨコナデ、胴
部はヨコカlf1のへラ
ナデ０ 

坏部のみ1/2、床直
赤褐色小礫を含む

普通



Ｆ 

挿図番号 器形 器形の特徴
調盤

外面 |ﾉリｉＨｉ
備考

2７－１ 饗３５３●●● ９８ ２１ 
７ 

折I)返し口縁を有する。

口縁部は大きく外傾し、

口唇部端は尖〈綾を成す６

Ⅲ部は｢'１央部に般大径を

有し、やや張る。

'三1縁部ヨコナデ、Illiil

部は左_上→右下方lfリ

のへラナデ、llliil部下

部はタテノノlhIのへラ

ケズリ。

'二1縁部ヨコナデ、111両’

部はヨコ方向のへラ

ナデ◎ 

1/2，ＦＡ上

淡禍色、砂粒を含む

普通

2７－２ １６８ ●●● 襲邪咽
７ 

単口縁を有する。’二1縁部

は短く外反する。IlInl部は

｣二半部に競大径を有し、

胴下部は直線的にすぼま

')、底部に至る。

'て1縁部ヨコナデ、1Wｉ

部ヨコナデ、l11iil部は

右下→左_上方｢']のへ

ラケズリの後、タテ

方向のへラミガキ

|]織部ヨコナデ、Illiil

部はヨコ方向のへラ

ナデ０ 

完形、床直

黒褐色、砂粒を含む

普通

2７－３ 

高坏

15.0 

坏部のみ残存。｜｣縁部は

直線ｉｎに開く。’二1唇部端

に沈線を有する。

ヨコナデ 磨滅が幹しい゜ 坏部のみ完形、」二層

赤褐色、砂粒を含む

2７－４ 

護

８１５ ●●● ３２６ ２１ 
単'二1縁を有する。’二1縁部

はゆるやかにﾀﾄ反する。

胴部はほぼずん11『|である

'二I縁部ヨコナデ、肩
立
1１ '1にハケメ、’''1部は

タテ方|ﾌﾞﾘのへﾗｹｽﾞ

1） ｡ 

'二1縁部はハケメの後

ヨコナデ、1111部はハ
ケメ

◎ 

完形、床道

赤褐色、小礫を含む

普通

2７－５ 

'１，形襲

1８．８ 

１２．２ 

４．７ 

iii'二1縁を有する。「1縁部

はゆるやかに外反する。

胴部は妓大径を下部にも
つ

０ 

|｣縁部ヨコナデ、I11iil

部はへうケズ')の後

ユビナテ.。

'三1縁部はヨコナデ。 2/3、ＦＡ上

淡禍色、砂粒を含む

普通

2８－６ 

護

1８．８ 

｣ii口縁を有する。’二1縁部

は外反し、’二1唇部でさら

に外反度を強める。胴部

は直線的に長く長lllnl化し

ている ◎ 

'二|縁部ヨコナデ、Illiil

部タテ方|ｲﾘのへラケ

ズリ 。

'二1縁部はヨコナデ

胴部はタテ方ｌｒＩの

ヘラナデ０ 

◎ 1/５ 、 ＦＡ上

淡禍色砂粒を含む

普通

2８－７ 

坏

1１．４ 

4.3 

胴部と|｣縁部との境に稜

を有する。口縁Wllはやや

内価する。

'二1縁部ヨコナデ、Illil

部へラケズリ。

口縁部ヨコナデ、I11iil

部はへうによるミガ

キ｡ 

1/2、ＦＡ上

淡禍色、砂粒を含む

普通

2８－８ 

坏

９７ ０● ７６ １ 

胴部と|｣縁部との境に稜

を有する。口縁部はやや

内価する。111可1部は深い。

'二|縁部ヨコナデ、I11iil

部はへうケズリ。

口織部ヨコナデ、llln1

部はヨコナデの後へ

フ ミガキによる放射

状１１(文。

1/2、

赤禍色、

ＦＡ上

砂位を念

普通

む

2８－９ 

坏

６．２ 

1３．８ 

Ilil部と|]縁部との境に稜

を有する。「1縁部は直立

する。ｌ１Ｉｉｉｌ部は深くメL底を

呈する。

｢1縁部ヨコナデ、１１１１

部はへうナデド。

口絨部はヨコナデ、

Iliil部はへうナデの後

へラミガキによる枚

外|状'1if文。

1｣織部に器壁の剥落

が著しい。

完形、床直

淡赤褐色、砂粒を含む

普通

2８－１０ 

爪１ 

１８ ０● ５３ １ 

''１部と口縁部との境に稜

を有する。口織部はやや
外Ｉｌｊｉｉする。

口縁部ヨコナデ、Ｉｌｌｉｉｌ

lﾘヘラケズリ ◎ 

L1縁＃|jヨコナデ。 1/２， ＦＡ_上

淡禍色、砂粒を含む
普通

2８－１１ 

坏

３３ ００ ５２ １ 

胴部とl]縁部との境に稜

を有する。口織部は｢I]が
広く直に立ち｣ｭがる。

'二1織部ヨコナデ、lllil

部へラケズリ。

口縁部ヨコナデ、胴

部はヘラナデの後へ

ラミガキによる放射

状llilf文。

2/3，床直

赤褐色、砂粒を含む

普通



Ｇ 

柿IX1瀞号 器形 器形の特微
調整

ﾀト而 内ｉｉｉ
(ｉ１１ｉ考

2８－１２ 

坏

5.6 

1３．５ 

Ilil部と口縁部との境に稜

を有する。’二I縁部||]広〈

直立する。

|=1縁部ヨコナデ、Ｉｌｌｌｉｌ

部はへうによるヨコ

ﾉﾌlfiIのナデ。

口縁部ヨコナデ、llIiil

部はへうナデの後へ

ラミガキによる放射

状llFf文。

2/3、 床直

赤褐色、′]､礫を含む

普通

2８－１３ 

“ 

４．５ 

1２．２ 

｢1縁部は内潤しながらゆ

るやかに立ち上が')浅い

Ⅲ伏をなす。

ﾖｺｶ|ｲﾘのへラケズ

リの後ヨコブJ向のへ

フ ミガキ、底部はへ

ラケズリ。

ナデの後へラミガキ

による放邸|状略文

2/5，一括

赤褐色、′I､礫を含む

普通

2８－１４ 

坏

５１ ●● ４３ １ 

胴部と'二I縁部との境に|ﾘ｝

瞭な稜を有する、「1縁部

はややﾀＷｉする｡．

'二1縁部ヨコナデ、llIiil

部はへうケズリの後

ヘラナテ．。

口織部ヨコナデ。 3/4，ＦＡ｣二

赤褐色、砂粒を含む

普通

2８－１５ 

坏

９５ ●０ ３２ １ 

llliil部と口縁部との境に凸

'１ｉｆ>伏に帳')Ⅱ}す稜を有す

る。Ｌｌ縁部は直立する

体の器高は低い。

。

'二1縁部ヨコナデ、111iil

部はへうケズ')の後

ヘフ ミガキ ０ 

口縁部ヨコナデ、胴

部へラナデの後へラ

ミガキによる不測'1'１

をl111f文。

2/3、ＦＡ上

補色

内､i黒色

普通

2８－１６ 

坏

４．２ 

1１．５ 

Illiil部と|]縁部との境に凸

5111秋にﾘlき'){｣}す稜を有す

る。口縁部は直立する。

'二1織部ヨコナデ、lllIil

部はへうケズリ。

口縁部ヨコナデ、胴

部へラナデの後不規

Ⅱ|]なへラミガキによ

る暗文。

2/３， ＦＡ上

暗褐色、砂粒を含む

内Mii黒色

普通

2８－１７ 

坏

4.6 

1３．３ 

l11iil部と1二1縁部との境にIlll

JIIl状にﾘｌｉ１)'１}す稜を有す

る。’二1織部はやや内価す

る、「1唇部には平111部を

作')'1)す。

'二1縁部ヨコナデ、lllil

部はへうケズリの後

ヘフ ミガキ 。

1二1縁部ヨコナデ、１１１１

部へラナデの後へラ

ミガキ◎ 

完形、ＦＡ上

黒褐色、砂粒を含む

普通

2８－１８ 

坏

０２ ００ ５２ １ 

Illiil部と'二1縁部との境に凸

jll鍬に｝lそI){[}す稜を有す

る。１二|縁部はやや|ﾉﾘ価す

る ◎ 

'二1縁部ヨコナデ、llliil

部はへうケズリの後

ヘラによるナデ。

口織部ヨコナデ、胴

部へラミガキ

1/２ＦＡＬ 

淡褐色、砂粒を含む

普通

2８－１９ 

坏

4.6 

1１．６ 

llliil部と1]縁部との境に凸

jIif状にﾘＩｉｌ)１１}す稜を有す

る、口縁部は直立する。

'二1縁部ヨコナデ、Ｉｌｌｉｌ

部はへうケズリの後

ヘフ ミガキ ０ 

口縁部ヨコナデ、胴

部へラミガキ

完形 ＦＡ'二

赤褐色、砂粒を含む

内面黒色

普通

2８－２０ 

坏

５．５ 

1２．６ 

Ⅲ部と'二1縁部との境に'''’

'１制犬にﾘIﾐり出す稜を有す

る。「1縁部はやや内傾す

る ◎ 

|｣縁部ヨコナデ、lllil

部はへうケズリの後

ヘラナテ●。

口縁部ヨコナデ、胴

部はへうナデの後へ

フ ミガキ ｡ 

2/3、 ＦＡ｣二

淡褐色、砂粒を含む

普通

2８－２１ 

坏

５．１ 

1２．８ 

川部と1-1縁部との境に凸

州犬に帳'){l}す稜を有す

る。’二1縁部はやや内傾す

る 。

'二|織部ヨコナデ、lllil

部へラケズリ。

口縁部ヨコナデ、胴

部はへうナデの後へ

フ ミガキ ０ 

3/5、ＦＡ｣二

淡褐色、砂粒を含む

普通

2８－２２ 

鞭

７．６ 

1111下半部と底部のみ残存

底部は平底に木葉痕をの

こす。

タテプノ向のハケメ、
底部lilil辺へはへうナ
－－＋ 

可￣
◎ 

ヨコ方向のハケメ llliil部のみ1/３上層

淡褐色、砂粒を含む
普通

2９－２３ 

Ｉ 向

０６８ ●●● 肥ⅢⅣ
lllil部はゆるやかな「砲ｉｌｉｌ
状」 を呈する。口縁部は

外反する。

'二|縁部ヨコナデ、llliil
部は右下→左上方ｌｆＴ１
のへラケズリの後へ
ラナデ、底部はへう
ケズリ 。

口織部はヨコナデの

のち、ＩｌＩＴｉｌ部下.からの
ヘフ

ヘフ

ミガキ、胴部は
ミガキ◎ 

完形、床直

淡褐色、砂粒を少
蒋迦

１ 
－● 

含む



Ｈ 

柿lX1悉号 器形 器形の特徴
調整

外ｉｉｈｉ |ﾉﾘ面
備考

2９－２４ 

flI 

9.8 

i]血立するl]縁部をもつ。

'二1唇部の器壁はそぎ蕗と

したように徐々に薄〈な

る ◎ 

ヨコナデの後、ヘフ

ミガキによる不規'1１１

な暗文。

ヨコナデ。 口織部のみ ＦＡ上

褐色
11に
1コ 通

2９－２５ 

鉢

８．１ 

９．８ 

2８ 

'１，さな底部からゆるやか

|午内湾するIlm1部を有し、

'三1縁部は内i]hiに陵をｲTし

外反する。

'二1縁部へラナデ、llliil

部から底部にかけて

ヘラナデ◎ 

'二1縁1111ヘラナデ、Ｉｌｌｉｉｌ

部から底部にかけて

ヘラナデの後へラミ

ガキ ｡ 

蒟床Ih〔

赤褐色

普通

2９－２６ 

饗

1７．１ 

1111部はかなり肩の張る器

形である、’二1織部は11(１N部

から 「
〈の字」 に外反し

段を有する。１１縁部|ﾉ、Ｉ

にも段を有する。

'二|織部ヨコナデ、肩

部ナデ。

'二|織部ヨコナデ、肩

部へラナデ。

器雌の剥落が顕著。

'''1-ﾄ半欠捌床ilh〔

淡1ﾋﾟﾙ色砂粒を含む

群通

2９－２７ 

喪

６００ ０●● ２７５ ３１ 
llliil部は''１央部に蛾大従を

ｲﾌﾞし、’だI11l化をしている

底部は小さく、口縁部は

ゆるやかに外反する。

'二1縁部ヨコナデ、’''１

冊'1はタテ方ｌｒ１のへラ

ケズ'） ｡ 

器壁の剥落がhllii箸。

1二l織部ヨコナデ、llliil

部はナデ。

器壁の剥落が顕著。

％ＦＡ－Ｌ 

淡禍色砂粒を含む

普ｉｎ

２次焼成がみとめられる

3３－１ 

坏

４．７ 

1０．６ 

'二|縁部と１１１１部の境にｌＬｌ１帯

状に張り|[}す稜を有する。

1二1縁部は内湾ぎみに立ち

_上がる。

'二|縁部ヨコナデ、庇

部はへうケズリ。

|]縁部ヨコナデ、底

部へラミガキ ◎ 

発床面

黒1(M色砂粒を含む

普通

3３－２ 

坏

1３．２ 

'二1織部とlllil部の境に凸jlW

状に張り'1'す稜を有する。

'二1級部は|ﾉﾘ傾する。

'二|縁部ヨコナデ、底
文
1１ '1はへうケズリ ０ 

'二１縁Wllヨコナデ、底
文
１１ '1ヘラナデ◎ 

％上層

淡禍色砂粒を含む

齊通

3３－３ 

淵

ね３州４

０５ ●● ５４ 

坏形のもので底部は１７〈

'二|縁部は手でつまみあげ

られてつ〈られている ０ 

指頭圧痕 指頭圧痕 完形床i](Ｉ

淡禍色砂粉を含む

蒋通

3３－４ 

二F控ねここ器

４．２ 

３．９ 

坏形のもので、底部は厚
し 】

。

lHujrj圧痕 脂頭圧痕 ％床直

淡ﾈﾙ色砂粒を含む

蒋通

3３－５ 

高坏

1１．４ 

脚部のみである。脚柱部

~ﾄﾞ部にふくらみをもつ 、

１WＩＩ部は内湾ぎみに大きく

|)'１〈 ０ 

脚柱部タテ方lr1のへ

ラミカ．キ、裾刊'1はヨ

コナデの後へラミガ

キによるl1ff文。

ヨコナデ 脚部のみ％床直

赤禍色

jｍ 

3３－６ 

iWi1Iソ土製,W， 平ｍｉ形は長方形、IWiWii形

はつぶれた桁'１]形を呈す

る。一端はつぶされてい

る ◎ 

ﾀﾃ方lhlのへﾗｹｽﾞ

'） ０ 

輪積痕と指IjIiの圧痕

をIﾘ]暗に残す。

床直

淡1〔M色砂粒を含む

普jin

一端に黒斑がみとめられる

3３－７ 

筒形土製,W， 平而形は長方形、断ｍｉ形

はつぶれた桁''１形を呈す

る ｡ 

タテ方Iｲﾘのへﾗｹｽﾞ

リ、一端部に指HrilFI

疵｡ 

● 

● 

輪穣痕と指Ⅲｉの圧痕

を明瞭に残す。

床直

淡褐色砂粒を含む

苫通

一端に黒斑がみとめられる

3４－８ 

筒形土製,W， 平ｍｉ形は反方形、断、形

はつぶれた橘１１１形を呈す

る｡ililj端は上下からつぶ

されている。

ﾀﾃ方|ｲﾘのへﾗｹｽﾞ

リ、端部に脂IjIi圧痕

輪積痕と指圧痕と|ﾘＩ

暗に残る。

ほぼ完形床直

淡禍色砂粒を含む

－ｍi全休には黒斑

普通

3８－１ 

坏

４．８ 

1１．４ 

Iliil部と|]織部との境に凸

ｲI|;状にＷ)出す陵をｲ『す

る。口織部は稜よ')|ﾉ１１頃

ぎみに立ち上がる。

'二|織部ヨコナデ、Ｉ１１ｈ１

部は荒いへラケズ'）

'二1縁部からllli1部ヨコ

ナデ０ 

％床直

禍色石英粒を含む

普通



Ｉ 

挿図番号 器形 器形の特徴
調整

外面 内ｉ、
備考

4１－１ 

讃

１７．５ 

口縁部は

反する。

「 〈の字」 に外 口縁部は荒いハケメ

の後ヨコナデ、胴部

は荒いハケメの後へ

ラナデ０ 

口縁部ヨコナデ、１１両１

ヘラナデ◎ 

胴上半部のみ貯蔵穴内

淡褐色砂粒を含む

口縁部に塗彩か

普通

４１－２ 

'１，形護

７．４ 

口縁部は欠損しているが

胴部からゆるやかに外反

するものと,思われる。底

部はやや丸底風にしあげ

られている。

'二1縁部タテ方litlのハ

ケメの後ヨコナデ。

胴部はタテ方向のハ

ケメの後へラナデ。

口縁部ヨコナデ。 ％床頂

淡褐色砂粒を含む

普通

4１－３ 

鉢

９．５ 

1１．９ 

６．４ 

底部からゆるやかに内湾

しながら１１１１部は立ち上が

り口縁部に至る。

ヘラケズリの後へラ

ナデ。

ヘラナデ。 ％床直

淡褐色かくせん石を多く含

む 普通

4１－４ 

'１，形甕
1２．７ 

１２．６ 

７．２ 

[1縁部は「〈の字」に外
反する。｜|｢1部は比較的大
きな底部から球形に張る。

口縁部ヨコナテ．
胴部へラケズリ
底部へラケズ'）

口縁部ヨコナデ
llii]部へラナデ

完形
淡褐色

床南
砂粒を含む
普通

4１－５ 

鉢

９．５ 

1０．２ 

３．９５ 

底部からゆるやかに内湾

しながらIliil部は立ち上が

り口縁部に至る。’二1唇端

部をほとんど欠損してい

る 。

細かいへラミガキ ｡ 口縁部ヨコナデ

胴部はタテ方向のへ

ラミガキ ｡ 

完形 床直

赤褐色

神通

４１－６ 

flI 

４．７ 

頚部から口縁部にかけて

欠損、Illil部はかなり大き

〈張り、つぶれた球形を

なす◎ 

頚部にヨコナデ

１１『１部はタテ方|ｲﾘのハ

ケメの後へラナデ。

表面の剥落が顕著。

ヘラナ ％床道

赤褐色

普通

４１－７ 

高 脚部のみである。脚柱部

は下部にふくらみを有し

撫部は大きく フツ パ状に

開く、裾部端はやや内湾

する 。

脚柱部はヨコナデの

後タテ方向のへラミ

ガキ、裾部はヨコナ

〒の後へラミガキ ｡ 

裾部はヨコナデ。 苑床道

赤褐色砂粒を含む

普通

４１－８ 

高坏

１２．６ 

脚部のみである。脚柱部

は直線的にひらく、裾部

は大きく、ラッパ状に開

〈 ｡ 

脚柱部タテ方向のへ

ラミガキ、裾部はヨ

コ方向のへラミガキ

脚柱部タテ方向のへ

ラケズリ、裾部はヨ

コナデ｡ 

脚部のみ％床直

赤褐色

普通

４１－９ 

坏

４．４ 

１３．１ 

Ⅲ部と口縁部の境に稜を

有する。口縁部は稜よ'）

外傾する。

口縁部ヨコナデ

胴部へラケズリ

'二1縁部ヨコナデ

11151部へラナデ

完形一括

淡赤褐色砂粒を含む

普通

４１－１０ 

小形壷

９．８ 

９．１ 

５．０ 

口縁部は外反し、胴部は

「そろばん玉」状を呈す

る。頚部に接合帯のおき

え痕有')。

|]縁部ヨコナデ

lliI部へラナデ

|=]縁部ヨコナデ

胴部へラナデ

完形一括

淡禍色砂粒を含む

普通

4２－１１ 

椀
６．８ 

1２．３ 

やあるちゆ立・，わりわる
半球状の胴部か
かに内湾しなが
がり口縁部に至

口縁部ヨコナデ
胴部へラケズリ

口縁部ヨコナデ
lllil部へラナデ

内面底部の器壁の荒

れがめだつ。

％貯蔵穴
暗褐色砂粒及びＦＰ粒

を含む

齊通

4２－１２ 

碗

６．４ 

半球状のl11ii]部からゆるや
かに内湾しながら立ちあ
がり口縁部に至る。

口縁部ヨコナデ

胴部へラケズリ

底部周辺の器壁の剥

蕗が目立つ。

％床直

赤褐色砂粒を含む

普通



』

挿図番号 器形 器形の特徴
調整

タ ～ 面 大 面ｉ
備考

4２－１３ 

坏

５．１ 

1２．６ 

丸底の底部からゆるやか

に外反した胴部は口縁部

でわずかに稜をつく’)内

湾ぞいに立ちあがる。

口縁部ヨコナデ

lllii]部へラケズリの後
ヘラナデ

口縁部ヨコナデ

''1部へラナデ

完形床直

淡褐色

齊通

4２－１４ 

坏

９５８ ０。●３８２ 
底部は丸底に近い平底を

有する。口縁部はゆるや

かな稜を有しやや内潤す
る ０ 

口縁部ヨコナデ

胴部はへうケズリの

後ヨコナデ

底部へラケズリ

'二1縁部ヨコナデ

lllii1部はヨコナデの後

タテ方向のへラミガ

キ ◎ 

完形貯蔵穴

淡褐色

普通

4２－１５ 

坏

５．２ 

1２．７ 

口縁部と川部の境に稜を

する。口縁部は稜より直

立する。口縁内面はやや

ふくらみを有する。

口縁部ヨコナデ

llil部はへうケズリ

口織部ヨコナデ

胴部はヨコナデの後

へラミガキによる放

射状l11Pf文。一部に器

壁の剥落が目立つ。

完形一括

赤禍色

普通

4２－１６ 

杯

４２ ０● ５３ １ 

口縁部とI1lij]部との境に明

瞭な稜を有する、口縁部

は稜よ')直立する。

器壁は比較的うすく均一
になっている 。

'二1縁部ヨコナデ

胴部へラケズリ

口縁部ヨコナデ

Iliil部ナデ

稜周辺に器壁の剥落

が顕著。

完形床直

赤褐色′|､礫を含む

齊通

4２－１７ 

坏

６．６ 

1４．１５ 

口縁部と胴部との境に明

瞭な稜を有する、’二1縁部

は稜より直立する。

口唇端部は沈線が施され

る ｡ 

口縁部ヨコナデ

器壁の荒れが目だつ

口縁部ヨコナデ

稜線周辺の器壁の荒

れが顕著。

完形 床直

赤褐色砂粒を含む

普通

4２－１８ 

4２－１９ 

坏

５．５ 

1３．４ 

坏

1２．７ 

６．２ 

口縁部と１１１１部との境に明

瞭な稜を有する口縁部は

稜よ})直立する。

口縁部と胴部との境に明

瞭な稜を有する、’二1縁部

は稜よりやや外傾ぎみに

立ち上がる、口唇端部に

は面とりがなされている。

口縁部ヨコナデ

Iliil部へラケズリ

口縁部ヨコナデ

器壁の荒れが顕著。

口縁部ヨコナデ

川部へラナデ

１ｺ縁部及び川部の器

壁の荒れが顕著。

口縁部ヨコナデ

Ilil部ナデ

完形床直

赤褐色砂粒を含む

普通

完形 床直

淡褐色 砂粒を含む

普通

4２－２０ 

坏

(15.4） 

口縁部と胴部との境にゆ

るやかな稜を有する、’二１

縁部は端部でやや外反す

る 。

口縁部ヨコナデ

胴部へラケズリ

'二1縁部ヨコナデ

胴部ナデの後、タテ

方向のへﾗﾐｶﾞｷに

よる不規l1llな放射状

暗文。

％床直

赤褐色小礫を含む

一部に黒斑

普通

4２－２１ 

坏

６．７ 

1５．４ 

所謂「内斜口縁

る 。

」 を有す 口縁部ヨコナデ

Ⅲ部へラケズリ

口縁部ヨコナデ

'111部へラナデ

％床直

赤褐色′I､礫を含む

普通

4２－２２ 

坏 口縁部と胴部との境に明

瞭な稜を有する口縁部は

稜よりやや外傾ぎみに立

ち上がる、口縁部は'隔広

〈、胴部も深い。

口縁部ヨコナデ

l11il部へラケズリの後

ヘラミガキ 。

口縁部ヨコナデ

胴部はナデの後ヨコ

方向のへラミガキ

路床直

灰褐色角せん石を多く合

む普通

4２－２３ 

坏

６．４ 

口縁部と胴部との境に明

瞭な稜を有する口縁部は

稜よ')やや内傾ぎみに立

ち上がる。

口縁部ヨコナデ

１１１部へラケズリ

口縁部ヨコナデ

l11il部はナデ

光

灰

床直

褐色角せ〃石を多く含む

普通



Ｋ 

柿図番号 器形 器形の特徴
調整

ﾀトｉｉｉ 内面
備考

4２－２４ 

坏

5．５０ 

１３．０ 

口縁部とⅢ部との境にIﾘ１

峡を稜を有する、口縁部

は稜よ')直立する。’二1唇

端部には沈線が施される

|]縁部ヨコナデ

ｌｌｌｉｌ部へラケズリの後

ヘラナデ０ 

口縁部ヨコナデ

胴部ナデ

完形貯蔵穴

赤褐色砂粒を含む

普j、

4２－２５ 

坏

２．７５ 

８．４ 

lZ1縁部とlliil部との境に凸

jlllr状り張り'1}す稜を右す

る。器高は低く非常に浅

い◎

'二1縁部ヨコナデ

１１１１部へラケズリの後

一部にへうミガキ

口縁部ヨコナデ

胴部ナデの後へラミ

ガキ ｡ 

光床ilLI

淡褐色

齊j、

黒斑がみとめられる。

4２－２６ 

坏

４．５ 

1１．２ 

口縁部と胴部との境にハ

jllf状にﾘl（り１１}す稜を有す

る。｜｣縁部は稜よ')内傾

ぎみに立ち｣j:がる。

'三1縁部ヨコナデ

I11iil部へラケズリ

ｌｚ１縁部ヨコナデ

Ilil部へラミガキ

％床Tb［

黒褐色

普通

4２－２７ 

坏

５．２ 

11.4 

'二1縁部と胴部との境に凸

jl胖状に張り'１}す稜を有す
る。’二1縁部は稜よ')内傾

ぎみに立ち上がる。

'二l縁部ヨコナデ

1111部へラケズリ

底部を除く全iiiにス

スの付請がみられる

'二1織部ヨコナデ

胴部へラナデの後タ

テブノｌｒｉ１のへラミガキ ０ 

％床直
淡褐色

普通

4７－１ 

喪

2２．４ 

口縁部は胴部よ')わずか

に屈'''１を有し、頂立ぎみ

に立ち_こが')、口唇端部

でわずかに外反する。lliil

部は下位に妓大径を右し

やや下膨れである。

｢1縁部ヨコナデ

１１１１部は_上から下にか

けてのへラケズリが

顕著である。

Illiil部下端には器壁の

荒れが顕著である。

口縁部ヨコナデ

|巾1部へラナデか。

％ 

淡褐色

床iＥ

ｲﾘﾉ粒を含む

苔j、

4７－２ 

護

２００ ●●● ６０５ ３２ 
l]縁部は胴部よ'）

字」

「 くの

に大きく外反する。

１１１１部は長胴化し膨みは少

ない ０ 

|｣織部ヨコナデ

I11iil部｣1半は、下から

上にかけてのタテブｊ

ｌｒ１のへラケズリ下半

は下から上にかけて

のﾅﾅﾒ方|ｲﾘのへﾗ

ケズ')が顕著。

口織部ヨコナデ

服部ヨコカ|(J1のへラ

ナデ｡ 

完形カマド内

淡褐色砂粒を多く含む

普通

4８－３ 

甑

2４．７ 

2２．２５ 

８．３ 

1二1縁部は大きく外反する。

Illiil部は１１１央部に殿大径を

有する ０ 

'二1縁部ヨコナデ

I11iil部はへうケズリの

後下から上にかけて

のへラナデか。

口織部ヨコナデ

胴部はへうナデの後

ちタテ方lr1のへラミ

ガキ。

完形 床直

赤褐色

外面％に黒斑

4８－４ 

Ｍ |]縁部を欠失している。

往口部は焼成前穿孔であ

る。又注口のまわりには

'|､さな１１illれがみとめられ

る。I11ii1部は丸底を呈する。

頚部ヨコナデ

'''Ｉ部はへうケズリの

後ヨコ方向のへラミ

ガキ ◎ 

I11ii1部はヨコ方向のへ

ラミガキ ◎ 

I11iil部のみ突形床iＨ

淡禍色砂粒を含む

聾jln

4８－５ 

手控ね土器

３．９ 

４．８ 

４．７ 

坏形のもので底部は厚く

口縁部はつまみあげによ

って作り出されている。

手狸ね痕 ユビナデ ％床in

淡褐色砂粒を含む

普通

4８－６ 

'１、形甕

1７．７ 

１６．６ 

６．０ 

口縁はゆるやかに外反す

る。lllii1部はＴ１立に妓大径

を有しやや~ﾄ膨れである

1ｺ縁部ヨコナデ

''1部はタテ方向のへ

ラケズリ

底部もへうケズリ

口縁部ヨコナデ

１１１１部はへうナデ

％床

淡褐色砂粒を多く含む

もろい

4８－７ 

鉢

６７６ ●●● １１５ １１ 

平底の底部からゆるやか

に内湾しながら)I/:ち_上が

り口織部に至る。’二1縁部

はヨコナデによって表現

されている。又口縁内面

にはわずかに稜を有する

口縁部ヨコナデ

lllij1部右下→左_ﾋﾌﾞﾉ

lrUのﾅﾅﾒ方向のへ

ラケズリ ◎ 

'二]織部ヨコナデ

l11il部へラナデ、一部

にミガキもみとめら

れる ０ 

暗補色を一面に呈す

る ◎ 

完形 床直

淡褐色砂粒を含む

ﾀﾄ面に一部黒川

普通



Ｌ 

柿lX1悉号 器櫛 器形の特徴
調整

外而 内面
｜iMi孝

4８－８ 

坏

５．４ 

１０．０ 

'二1縁部と''１部との境にわ

ずかに稜を有する。l11iil部

は比較ｉ１ﾘ深い。

1二1縁部ヨコナデ

'''1部ヨコ方向の

ヘラケズリ ◎ 

口織部ヨコナデ

胴部はへうミガキ ０ 

形床ULI

淡禍色

辨通

4８－９ 

４．７ 

１２．９ 

'二1縁部と''1部との境に凸

ｲﾙ状にﾘ|《り出す稜を有す

る。口縁部は稜よ')内傾

ぎみに立ちあがる。’二|唇

端部には沈線が施されて
いる 。

1=|縁部ヨコナデ

''''１部へラケズリ

'二i織部ヨコナデ

川部はヨコナデの後

ヘラミガキ ｡ 

完形床iln：
褐色

普通

特に底部外面にススの付着

4８－１０ 

４．１ 

1２．１ 

'二1縁部と胴部との境に,11

柵状に張り出す稜をｲ｢す

る。口縁部は稜より内傾

ぎみに立ちあがる。１二1唇

端部には沈線が施されて
いる ◎ 

'二|縁部ヨコナデ

Illiil部へラケズリ、一
立
１１ １１にへうミガキ 。

1ｺ縁部ヨコナデ

l巾1部はナデの後へラ

ミガキ 。

完形床【】：

黒褐色

普通

4８－１１ 

坏

４．９ 

1１．９ 

1]縁部とⅢ部との境に凸

jllf状にﾘl（１）'1}す稜を有す

る。口織部は稜より内傾

ぎみに立ちあがる。［|唇

端部には沈線が|iiiしてあ
る ◎ 

'二|縁部ヨコナデ

llliil部へラケズリ

口縁部ヨコナデ

１１１両1部はナデの後へラ

ミガキ ０ 

完形 床iｈ

黒補色砂粒を含む

菩通

4８－１２ 

坏

5.1 

1２．８ 

'二1縁部と胴部との境に凸

柵状にＷ)出す稜を有す

る。口縁部は稜よ})内傾

ぎみに立ちあが')'二1唇端

部では外反する。

口縁部ヨコナテ

llliil部へラケズリ

ゆ

'二1織部ヨコナデ

１１１ﾘ部はナデの後へラ
ミガキ 。

完形 床面

褐色

幣通

4８－１３ 

坏

４．３ 

1１．８ 

口縁部と胴部との境に凸

帯状にﾘl《り出す稜を有す

る。口縁部は稜より内傾

ぎみに立ちあがる。

|]織部ヨコナデ

llliil部へラケズリ

口縁部ヨコナデ

''１部へラナデの後へ
ラミガキ ◎ 

％床ilLI

赤褐色

普通

4８－１４ 

坏

４．９ 

1４．４ 

口縁部と１１１１部との境に,11

帯状にﾘ！（り出す稜を有す

る。口縁部は稜よ')外傾
する 。

'二l織部ヨコナデ

l11iil部はへうケズリ

|]縁部ヨコナデ

lllii1部はへうナデの後

ヘラミガキ 。

完形貯蔵穴

黒補色

普通

内面は赤禍色を呈する。

4８－１５ 

坏

５．１ 

1３．０ 

'二1縁部と'１|『I部との境に稜

を有する。口織部は稜よ

り外傾する。

'二1縁部ヨコナデ

I1Iiil部へラケズリ

１１織部ヨコナデ

胴部はへうナデの後

ヘラミガキ 。

底部のみ黒色。

完形床直

淡禍色砂粒を含む

普通

4８－１６ 

坏

５．０ 

1３．１ 

口縁部と'１１１部との境に稜
を有する．口縁部は陵よ

り大きくタト反する。

'二1縁部ヨコナデ

llliil部へラケズ'）

l]縁部ヨコナデ

lllij]部もヨコナデ◎ 

完形 床［し〔

淡禍色砂粒を含む

普通

4８－１７ 

坏

４．９ 

１３．３ 

口縁部とⅢ部との境に陵

を有する。口縁部は陵よ
I)外反する。

'二l織部ヨコナデ

llliil部へラナデ

口縁部ヨコナデ

１１１１部もヨコナデ
光床頂
淡禍色

普通

5０－１ 

'|、形護
1９．５ 

１２．９ 

５．８ 

口織部は頚部より

字」

「 〈の

に外反する。又'二l唇

端部は肥厚する。胴部は

上半部に妓大能を有する

器厚は不均一であI)全体

にゴツゴツしている ◎ 

l｣縁部端ヨコナデ

頻部はタテのへラナ
〒゛

lllii1部は｣二から~トヘの

ヘラナテ゛

|=1縁部ヨコナデ

llliil部へラナデ

％床直

赤１１６色砂粒を含む

辨通



Ｍ 

挿図番号 器形 器形の特徴
調整

外面 内面
備考

5０－２ 

脚付坑

(10.4） 
1７．８ 

脚部を欠失している。口

縁部は外反する、胴部は

中央に最大径を有する。

口縁部ヨコナデ

胴部はヨコ方向のへ

ラミガキ

'二|縁部ヨコナデ

胴部はへうミガキ ｡ 

％床直

淡褐色

普通

5０－３ 

高坏

(6.8） 
1９．２ 

脚部を欠失、坏部の下端

とは稜を有する。口縁部

は直線的に立ち上がる。

口縁部ヨコナデ

llil部へラナデ

'二I縁部ヨコナデ

胴部はへうナデの後

ヘラミガキ

％床直

赤褐色砂粒を含む

普通


